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就任ごあいさつ

愛知医科大学メディカルセンター開院

　令和３年４月１日，愛知医科大学にとって初めて
の分院となる「愛知医科大学メディカルセンター」
が岡崎市北部に開院致しました。前身の北斗病院は
この地域で長年にわたり皆さまの健康を守ってきた
病院ですが，このたび愛知医科大学の分院として，
地域医療だけでなく専門性の高い医療も同時に展開
できる病院として生まれ変わりました。メディカル
センターの開院を初めてお知りになる皆さまもたく
さんいらっしゃると思いますので，本日は新しいメ
ディカルセンターの概要と今後目指す二つの目標に
ついてお話させて頂きます。 
　「愛知医科大学メディカルセンター」の病床は急
性期一般病床が90床，地域包括ケア病床が40床，回
復期病床100床に医療療養病床が40床の総計270床
で，いわゆるケアミックス病院です。北斗病院勤務
の多くの職員に４月からも引き続き勤務して頂いて
いますが，更に，愛知医科大学病院（本院）から医
師・看護師を始め多くのコメディカル・事務職員の
応援を頂いており，新たな人材の採用・育成を進め
ております。
　本センターが目指すべき目標としては，まず第一
にこのセンターを地域の皆さまに寄り添う，患者さ
ん中心の医療を徹底的に追求する病院とすることで
す。内科を中心とした総合診療部門を窓口に必要で
あれば専門医まで繋がる医療を提供させて頂きま
す。また，かかりつけ医との連携を密にして，循環
型の地域医療システムの一員として岡崎北部，豊田
南部の皆さまのお役に立つべく努力を重ねて参る所
存です。
　本センターは以前から整形外科，リハビリテー
ション部門が充実しており，現在も理学・作業療法
士が50名以上在籍しております。この部門も地域医
療には欠かせない部門と考えており，今後更に整備

を進めて参ります。
　一方，要望の多い２次救急医療につきましても２
年後を目途に365日対応できるよう準備を始めており
ます。本センターはいわゆるケアミックス病院です
ので，本院と異なり回復期病床や医療療養病床（慢
性期病床）が稼働しています。急性期の治療が終わ
られた患者さんが，普通の日常生活に戻るまでの時
間を有意義に，また快適に過ごして頂ける病院とし
てもお役に立ちたいと考えております。患者さんの
人生・生活にしっかり寄り添うことで，地域にとっ
て本当に必要な病院となれるよう歩み始めておりま
す。
　二点目はこの病院を，若い医療人たちが新しい時
代に即した地域医療を学び，実践する新たなフィー
ルドとして将来にわたって育て，活用していくこと
です。本院では教育が難しい地域の方々と繋がった
医療，日常生活の中での一般医療を学ぶ場であり，
また地域の医療が専門分野だけでは成り立っていか
ないことを学ぶ場でもあります。今後多くの若い医
療人が，たくさんの患者さんとそしてこの地域とふ
れあい，温かみをもった医療人として活躍できるよ
う環境を整えていきます。
　今後病院長としてこの二つの目標達成を追求しつ
つ，「愛知医科大学メディカルセンター」が岡崎市
北部並びに豊田市南部のより良い医療体制の構築に
寄与し，そして将来にわたりこれを担っていくとい
う強い決意で病院の運営に臨む覚悟です。まだ開院
後の日が浅く，目標が十分達成できていない部分が
多々あります。愛知医科大学の職員はもちろんのこ
と医学部，看護学部の同窓会，父兄会の皆さまにも
ご意見を頂き，改善を重ねて参ります。どうぞ「愛
知医科大学メディカルセンター」をよろしくお願い
申し上げます。

―「愛知医科大学メディカル
センター」が開院しました。―

愛知医科大学メディカルセンター
病院長　羽 生 田 正 行
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開院記念式典挙行 
　令和３年４月３日（土）午後２時30分から愛知医
科大学メディカルセンターにおいて「愛知医科大学
メディカルセンター開院記念式典」が，３部構成（式
典，除幕式，記者会見）にて挙行されました。
　開院記念式典には，４月初旬の繁多の中，中根康
浩岡崎市長，山本公徳副市長，柵木充明愛知県医師
会長，青山周平衆議院議員，重徳和彦衆議院議員，
中根義高愛知県議会議員のほか，愛知県保健医療局
健康医務部医務課長，岡崎市議会議員及び近隣学区
総代，また，トヨタ記念病院副院長を始めとする近
隣の病院長など60名を超えるご来賓の方々にご参加
頂きました。大村秀章愛知県知事始め多くの方から
の祝電も頂戴し，愛知医科大学メディカルセンター
への注目度の高さが窺い知れました。
　式典では，祖父江理事長から，「メインコンセプ
トはFamily medicine（地域医療サポート）であり，
今後，専門医療を展開し，救急医療体制の整備・災
害医療体制での後方支援を充実していきたい。また，
地域医療の教育施設として専門医養成の拠点として

活用していきたい。」とメッセージがありました。
　ご来賓の方々からは，温かいご祝辞を頂き，地域
医療と専門性の二局面をもつ愛知医科大学メディカ
ルセンターの開院が，地域医療の充実に繋がるとの
期待を改めて実感することとなりました。
　最後に，羽生田正行メディカルセンター病院長か
ら，ご来賓の方々への御礼及びこれからの本セン
ターの在り方などのご紹介がありました。
　式典を終え正面玄関にて除幕式，その後，祖父江
理事長と羽生田病院長による記者会見を執り行い，
無事に式典が終了しました。当日の記念式典及び除
幕式の様子は，CBCテレビでのニュースや中日新
聞，東海愛知新聞等の各メディアでもご紹介頂き，
近隣住民の方へのアピールはもちろんのこと，愛知
医科大学メディカルセンターで働く職員にとって
も，学校法人愛知医科大学の分院としての誇りと今
後の発展への意欲に繋がる新しい門出の日となりま
した。コロナ禍における式典ではありましたが関係
各位のご尽力に心から感謝申し上げます。

開院記念式典での祖父江理事長ごあいさつ 除幕式の様子

愛知医科大学メディカルセンター 航空写真
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　本年４月１日付をもちまして病院長を拝命致しま

した。愛知医科大学病院は今，世界中で猛威を振る

うコロナ感染の大きな逆境にあります。我々病院職

員は，この試練に対してより強靭な団結のもとに立

ち向かい，新病院開院以来の着実な歩みを止めるこ

となく更に進んで行く，私はその先導役であると認

識しております。そして病院に掲げられた以下，八

つの課題に取り組むことを既に開始しており，適正

なガバナンスに基づくコンプライアンス向上とリス

クマネジメント維持に努め，本院が持続的に発展し

ていけるよう，任を果たしたいと思います。

①　医療の質と安全性の向上

　本院が目指すべき医療の質とは，医療安全管理能

力に裏打ちされた組織としての総合的診療力であ

り，私は，全職員が高い医療安全に対する意識を持

ち，安心・安全な業務遂行のための環境整備を行う

所存です。

②　経営基盤強化に向けた効果的・効率的な人材配置

　現在私は，診療領域別の診療収入に対する人的資

源投入実態に関する検討を踏まえた職種別適正人員

配置策の立案に取り組んでおり，今後，効果的・効

率的な人材配置の根拠基盤を構築していく予定です。

③　臨床医学研究・先端医療開発の充実

　私は，多様な研究遂行ニーズに応じ本学に設置さ

れた研究支援体制の活用度を高めるべく病院環境の

整備を適宜弾力的に行い，更なる臨床研究成果の向

上を目指したいと考えます。

④　有能な医療人の育成と活用

　次世代を担う有能な医療人の育成は，本院に必須

の責務です。私は，アピール度の高い実習環境の構

築を目指し，適宜，臨床指導体制の改善に努めてい

きたいと思います。

⑤　地域医療連携の促進

　現在，「顔の見える連携」を掲げて病-病連携体制

及び病-病間の医療者人材交流等を展開することに

より相互利益関係が着実に構築されつつあります。

今後はこれを診療，教育両面での有効な運用促進に

繋げたいと考えています。

⑥　救急医療体制の充実

　本院にとって救急医療は生命線であり，今後は，

24時間救急診療体制，内科当直体制，救急医療教育，

そして医療連携の四つの観点から検討された新たな

救急体制の構築・運用を本格軌道に乗せ，PDCAサ

イクルを回転させつつより強固で安定的な救急医療

体制の確立および維持に努めたいと考えています。

⑦　働き方改革への対応

　医療者の働き方改革が急がれる昨今，私は病院職

員の働き方を法律・規程に則り適正にすべく労働環

境の改革整備を可及的速やかに進め，職種を問わず

全職員の健康保持とワークライフバランス向上に努

めたいと思います。

⑧　新型コロナウイルス感染症への対応

　愛知県下におけるコロナ感染状況の動向はまだま

だ定まっておらず，常に慎重な監視と適時の対応が

引き続き求められます。本院は今後も継続的に全う

し得る盤石な新興感染管理体制を有しています。今

後も引き続き，この逆境に対抗すべく持続的対策を

重ねていく所存です。

就任ごあいさつ

― �愛 �知 �医 �科 �大 �学 �病 �院 �の�
� 持続的発展に向けて―

病 院 長 　道 勇 　 学
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医学部・看護学部入学式

　令和３年度入学式が，令和３年４月２日（金）午

前10時から大学本館たちばなホールにおいて挙行さ

れました。【写真】

　式は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，

入学生のみの出席とし，座席は間隔を空けて着席し，

ホールの窓を全開にして常時換気するなどの対策を

行い，プログラムを短縮しての実施となりました。

また，保護者の皆さま始め関係者の方々にも式典の

模様をご覧頂けますようライブ配信を併せて行いま

した。

　始めに，祖父江元 学長から告辞があり，医学部

116名，看護学部104名計220名の新入学生を代表し

て看護学部の児玉あいさんから「学則並びに諸規則

を守り，先生方のご指導に従い，本学学生としての

自覚を持ち勉学に励むことを誓います。」と宣誓が

行われました。

　最後に，医学部６学年次生の鈴木緑吹さんから「入

学式を迎えられた皆さんは，今，希望に満ち溢れ，

大きな期待の中にあることと思います。しかし，大

学に入学することは決して到達点ではなく，むしろ

出発点です。皆さんはこれからたくさんのことを学

び，様々な経験を積まねばなりません。国家試験に

合格することはもちろん，最終的には良き医療人と

なることを目標に，新たな場所での第一歩を踏み出

してほしいと思います。これからの大学生活では，

楽しいこと，嬉しいことがたくさん待っていること

と思います。しかし，辛いことや大変なこともきっ

とあると思います。そのような時は，決して一人で

悩んだりせず，先生方や先輩，同級生の仲間に頼っ

てみてください。きっと大きな助けになってくれる

はずです。最後になりますが，在学生一同，皆さん

の学生生活が有意義で価値のあるものとなることを

心から願い，皆さんと一緒に大学生活を送れること

を楽しみにしております。」と歓迎の辞が述べられ

午前10時30分頃に式は終了しました。

令和３年度愛知医科大学入学式

宣誓を述べる児玉さん

鈴木さんからの歓迎の辞
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告　　示

 学長　祖父江　元

　学長の祖父江です。本日は，

医学部・看護学部の入学試験を

見事パスされ，ここに入学式を

迎えられた皆さん，学長として，

心よりお祝い申し上げます。誠におめでとうござい

ます。

　今年の入学式は，新型コロナウイルスの蔓延が拡

大しており，国や社会からの要請もあり，このような

変則的な式になりました。晴れの入学式としてはや

や寂しいところですが，皆さんがこの晴れの入学を

迎えられたことを心からお祝いしたいと思います。

　愛知医科大学のキャンパス再整備は，新病院の建

設も含めて，一昨年にはほぼ完成しました。病院の

医療設備も先端化しており，見違えるような環境に

なっています。特に教育設備は充実してきており，

昨年の教育資源の世界ランキング評価では，我が国

のすべての大学の中で14位になっています。また，

一昨年には，医学部では医学教育分野別評価を受け

高い評価を頂きましたし，２年後には，看護学部も

看護学教育分野別評価を受けます。また昨年には，

大学の教育・研究・運営の大学評価を受け良い評価

で合格しています。臨床実習に重きを置いた国際基

準にマッチした教育環境の整備が進んでいます。皆

さんは，10年前には想像もつかなかった新しい教育

環境の整った大学に入学して頂きました。

　大学生活には，色々な側面や意味があり，それぞ

れの４年間，６年間，実り多いものにしてもらえれ

ばと思います。ここでは三つの点について述べてみ

たいと思います。

　第一は，医師，看護師になるべく，各々医師国家

試験，看護師国家試験が待っています。

　これを見事にクリアしてもらいたいと思います。

それをクリアすべく勉強する，努力する。これはこ

れからの大学生活の重要なパートと思います。愛知

医科大学にはそれぞれ指導するスペシャリストがい

ますので，安心して頑張ってもらえたらと思います。

今年の医師国家試験の新卒者の合格率は98.2％で私

立の医科大学の中では第３位，国公立を含めた80 

大学の中でも11位という素晴らしい成績でした。看

護学国家試験の合格率は，最近５年間の平均はほぼ

100％を誇っています。

　第二は，友達を作る。

　同じ釜のメシを食べて苦労した仲間は，格別です

ね。クラブ活動や色々あると思いますが，一生の友

達ができることがあります。高校までと違って，大

学の友達は，職業や研究のフィールドが共通します

ので，長い付き合いになります。しかし不思議なこ

とに，学生時代にはあまり親しくなかった友人でも，

久しぶりに会って，同級生というだけで一気に近し

い感じになったり，仕事や研究の上で助けてもらっ

たりということもあります。大学時代の友人は長い

人生の中で大変重要な位置づけになると思います。

　第三には，自分の目標を持つ。

　自分は何をしたいのかを考える。明日の目標，今

年の目標などありますが，皆さんには，できれば是

非とも長いスパンで将来の目標を考えてほしいと思

います。自分は将来何をめざそうとしているのかと

いうことです。どのような人になりたいかです。人

生の中で大学時代はまたとない時間です。実はこの

ことが人生に大きなインパクトを与えます。

　私自身のことを少し言いますと，大学生時代や大

学院の頃に考えたことが，その後の長いキャリアの

中でいつも深いところで生きていたと感じます。当

時は，神経変性疾患（ALSや小脳失調症やアルツハ

イマー病）はほとんど治療法がない時代でした。私

はそれなら逆に神経変性疾患研究をやってみたいと
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思いました。考えたのは，「なんとか神経変性疾患

の治療法をみつけられないか。」，もう一つは，「神

経変性疾患はがんと似ているな。」というものです。

今から考えるとほとんど根拠がないファンシーなこ

とを考えていたと思います。

　しかし，その後，長らく経ってから，ある神経変

性疾患の治療法の開発を進めることになりました

し，また，その後COEという大型研究プロジェク

トを進めましたが，そのテーマが実は，「がんと神

経疾患の共通分子による治療法の開発」というもの

でした。

　後から振り返ってみると，あの若い時に考えたこ

とが，その後，巡り巡って私の研究者のキャリアの

中で生きているように感じます。若い頃の感性とい

うのは大事だと思います。

　皆さんは，是非，10年後20年後のような長いスパン

で目標を考えてみてください。私は，実現不可能と

思えるような，よりファンシーな目標の方が良いか

もしれないと思います。目標を立てることにより日

常が活気づくと思います。また長いスパンの目標は，

普段は忘れていても，長いキャリアの中で必ず活き

てくると思います。大学時代は，後から振り返って

も，大変重要な意味を持つのではないかと思います。

　皆さんは，４年間，６年間を是非エンジョイして

頑張ってください。

　本日は，誠におめでとうございます。

大学院入学式

　令和３年４月２日（金）午前９時20分から大学本

館711特別講義室において，令和３年度大学院入学

式が挙行されました。【写真】

　式では，看護学研究科修士課程13名，医学研究科

博士課程26名の計39名の新入学生を代表して医学研

究科の杉浦一優さんから「学則並びに諸規則を守り，

先生方のご指導に従い本学大学院学生としての自覚

を持ち，勉学に励むことを誓います。」と宣誓が行

われました。

　続いて，祖父江元 学長から告示が述べられ式は

終了しました。
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医学部・看護学部卒業証書・学位記授与式

　令和２年度卒業証書・学位記授与式が，令和３年

３月６日（土）午前10時から大学本館たちばなホー

ルにおいて挙行されました。【写真】

　当日は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め，卒業生のみの出席とし，座席の間隔を空けて着

席することや，ホールの窓を全開にして常時換気を

するなどの対策を行い，プログラムを短縮しての実

施となりました。また，保護者の皆さま始め関係者

の方々にも式典の模様をご覧頂けますようライブ配

信を併せて行いました。

　始めに，祖父江元 学長から，医学部卒業生109名

を代表し河邊健人さんに，看護学部卒業生102名を代

表し坪井志帆さんに卒業証書・学位記が授与されま

した。続いて祖父江学長から告辞が述べられました。

　この後，在学生を代表して看護学部３学年次生の

池原詩菜さんから送辞が，卒業生を代表して医学部

の大石紘之さんから答辞が述べられ，午前10時30分

頃に式は終了しました。

告　　示

 学長　祖父江　元

　学長の祖父江です。本日は，

医学部・看護学部の課程を無事

卒業され，ここに卒業式を迎え

られた皆さん，それに保護者の

皆さん，学長として，心よりお祝い申し上げます。

誠におめでとうございます。

　この１年間，毎日がコロナ感染との戦いで，本当

に大変だったと思います。授業はほとんどウェブに

なり，実習もほとんどできなかったと思います。何

よりも大学に出てきて友達と会話をすることができ

なかったと思います。

　今年の卒業式は，緊急事態宣言は解除されました

が，まだ感染拡大の恐れが残っており，このような

変則的な式になりました。晴れの卒業式としてはや

や寂しいところですが，皆さんがこの晴れの卒業を

迎えられたことを心からお祝いしたいと思います。

この卒業式を迎えられたのは，皆さんの努力もさる

ことながら，多くの人の支えがあったからだと思い

ます。ご家族の方々，先輩や同僚の人たち，教員の

方々，そして何よりも実習などで協力して頂いた，

患者さんやその家族の方々など，改めて感謝の意を

表したいと思います。これから皆さんは，社会人と

して，医療に携わるプロとして，新しい生活が始まり

ます。改めて，この門出をお祝いしたいと思います。

　私は，必ずしも熱心な野球ファンではありません

が，野球の話を少しします。昨年のプロ野球の日本

シリーズは興味深かったですね。セリーグ代表の巨

人が，パリーグ代表のソフトバンクに４立てで負け

ましたが，その内容は本当に惨憺たる負け方でした。

第２戦は13対２の大差で，第３戦などは，危うくノー

令和２年度愛知医科大学卒業証書・学位記授与式
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ヒットノーランでした。

　この後，ソフトバンク・パリーグはなぜ強いのか，

セリーグはなぜこうも弱くなったのかという議論が

出てきました。色々な議論がありますが，私の印象

を一言で言うと変わろうと言う努力が実を結んでき

たのではないかと感じます。1990年代までのパリー

グはむしろ人気という点で惨憺たるものでした。パ

リーグの試合はほとんどテレビ放送されませんでし

たが，たまに放送されると，皆さんの年代だとあま

り見たことはないかもしれませんが，球場は本当に

ガラガラで，まさに閑古鳥の状態で，パリーグの全

試合の観客動員数が，巨人１チームの観客動員数に

及ばないというような有り様でした。これではいけ

ないということで，パリーグの多くの人たちが改革

に立ち上がったわけです。改革を始めておそらく30

年近くになるのではないでしょうか，指名打者，ク

ライマックスシリーズ，セパ交流試合，選手の育成

システムの改革，各チームのホームページの統一化，

本拠地の地方都市への移転などなど，これら全ての

改革は，いずれもパリーグから出てきたものです。

　特に，本拠地の地方都市への移転は，大変大きな

インパクトで，ソフトバンクが大阪から福岡へ，日

本ハムが東京から札幌へ，更に楽天が宮城仙台へと

いう移転は，地域を味方につけて，2019年の年間の

観客動員数は，セリーグが1,400万人に対してパリー

グが1,200万人に近づいて肉薄しています。30年近

くに亘る，変わろうとする努力が，実を結んできて

いるのではないかと感じます。

　それは，あたかも生物の進化の中で，変わること

ができたものは，生き残り，変わらないものは滅び

るということを目の当たりに見ているような感じが

しました。重要なのは失敗も多くあるということで，

２シーズン制やマンデーパリーグなどは失敗に終

わっています。

　これを見習うわけではないですが，我々もトライ

アンドエラーを進めて，新たな目標に向けて，自分

や組織を変えていきたいと感じた次第です。トライ

アンドエラーは，むしろエラーに力点があると思っ

ています。自分，組織，社会を変えていくこと，こ

れをイノベーションと呼んでいます。

　皆さんは，これから医療のプロとして，新しい生

活が始まりますが，どう変わるかの目標を持って欲

しいと思います。目標がないと変われません。自分

はどのような医師や看護師になりたいか？何をやり

たいのか？何を目指したいのか？これに向かってど

う自分を変えていくのか。研究で一発当てたいと思

う人もいるかもしれませんし，神の手を持つ外科医

になりたいと思う人がいるかもしれません，また，

地域医療に一生を捧げたいと思う人もいるかもしれ

ません。

　私の人生を振り返っても，若いうちに考えたこと

が大事だと思っています。後で振り返ってみると，

無意識のうちに若い頃に考えた目標や理想に長い時

間をかけて近づいているのがわかります。できれば，

皆さんには，20年後，30年後を目指す長い時間軸の

目標を持って欲しいと思います。

　最後にもう一つ，これも，皆さんへの期待です。

皆さんの中から，愛知医科大学の次世代を背負う人

がぜひ出てきて欲しいと思っています。私は，愛知

医科大学は，今後更に大きく飛躍していくことが必

要と思います。そのための基本は，若い力だと思っ

ています。 皆さんは，その担い手としていつか愛

知医科大学にぜひ戻ってきてほしいと思っています。

　本日は誠におめでとうございます。皆さんの今後

の活躍に期待しています。
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送　　辞

 看護学部３学年次生　池原　詩菜

　冬の厳しい寒さも少しずつ和

らぎ，穏やかな日差しに春の訪

れを感じられる季節となりまし

た。この良き日に，先輩方がご

卒業を迎えられましたことを在校生一同，心よりお

祝い申し上げます。

　今日ここに晴れの日を迎えられましたのも，先輩

方を暖かく支えられてきたご家族の深い愛情や，先

生方の熱心なご指導はもちろん，先輩方の日々の努

力が実を結んだ結果であると思います。

　今，この愛知医科大学で過ごされた日々を，どの

ように振り返っていらっしゃるでしょうか。勉学の

みならず，クラブ活動，実習などを通して，日々新

たな学びや発見，そして何より多くの出会いがあっ

たのではないかと思います。大学生活での様々な経

験を通して，改めて命の尊さを学び，医療の道を志

したときの夢を，また新たなものにされたことと思

います。そして今，それぞれの夢と希望を胸に，新

しいステージの一歩を踏み出されようとしています。

　この先進まれる道のりにおいて，幾多の困難や分

岐点が待ち受けていることと思います。しかし，そ

の時には，本学でいつも支えてくださった先生方，

ともに支え合った仲間のことを思い出してくださ

い。本学で培われた知識，技術，倫理観，精神力を

糧に困難を乗り越え，心温かく，信頼される医療者

になられると確信しております。

　私たち在校生は，新たな道への第一歩を力強く踏

み出される先輩方の姿をお手本とさせて頂き，日々

精進して参ります。

　最後になりましたが，先輩方の今後のご健康とご

活躍を心よりお祈り申し上げ，お祝いの言葉とさせ

て頂きます。

　本日はご卒業誠におめでとうございます。
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謝　　辞

 卒業生　大石　紘之

　冬の寒さも和らぎ，暖かな春

の日差しに満ち溢れる季節とな

りました。本日は，新型コロナ

ウイルスによる非常事態の中，

このように心温まる卒業式を挙行して頂きましたこ

とを，卒業生一同厚くお礼申し上げます。今日とい

うこの佳き日に，私たち211名は愛知医科大学を卒

業致します。

　満開の桜の下，期待に胸を膨らませ，目を輝かせ

ながらこの学び舎の門をくぐったあの日が，今懐か

しく思い出されます。これまでとは異なる専門的な

授業や，膨大な勉強量に戸惑い，四苦八苦しながら

も数多の試験を乗り越えてきました。そして病院実

習では，実際に患者様と向き合い，教科書通りでは

無い難しさを痛感しながらも，机上では学ぶことの

できない，医療人として大切なことを得ることがで

きました。

　そして，集大成となる今年は，新型コロナウイル

スの猛威にさらされ，大変な苦労の多い年であった

ことが思い出されます。病院実習や講義が一時的に

中止となり，先生方や仲間たちと顔を合わせること

ができず，迫りくる就職や卒業試験に対して絶えず

不安と戦ってきました。不安を共有し，同じ目標に

向かってともに歩み切磋琢磨してきた仲間たちの存

在はとても頼もしく，顔を合わすことができなくて

も，固い絆でつながれていることを再確認すること

ができました。また，このような状況の中だからこ

そ，私たちを支え，励まして下さった多くの方々へ

感謝の念が絶えません。オンラインや電話などで激

励の言葉をかけてくださった先生方，病院実習や講

義などの準備をして下さった大学事務の方々，不安

やイライラをぶつけながらも温かく受け止めてくれ

た両親と家族。そして常に気にかけ，応援して下さっ

た部活動の先輩方や後輩たち。皆さまのご支援のお

かげで私たちはこの場に立つことができました。

　さて，私たちは今，愛知医科大学を卒業し，医師，

看護師としてのスタートラインに立ちます。ついに

今までの努力が実り，夢が実現する喜びと，医療者

として重責を担う緊張感に包まれています。いつま

でもこの初心を忘れず，愛知医科大学で培った多く

のことを糧とし，どんな壁にも立ち向かい乗り越え

ていきます。

　最後になりますが，学生生活において多大なるご

支援を頂いたすべての皆さまへ卒業生一同，心より

感謝申し上げます。

　そして，愛知医科大学の更なる発展をお祈り申し

上げるとともに，本学卒業生として，その名に恥じ

ぬよう日々努めていくことを誓い，卒業生代表の答

辞とさせて頂きます。

　本日は誠にありがとうございました。
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大学院学位記授与式

　令和３年３月６日（土）午前９時20分から大学本

館711特別講義室において，令和２年度大学院学位

記授与式が挙行されました。【写真】

　式では，看護学研究科修士課程修了者７名を代表

して，小岩大介さんと，医学研究科博士課程修了者

22名を代表して後藤礼司さんの２名に対し，祖父江

元 学長から学位記が授与されました。

　続いて，祖父江学長から告示が述べられ式は終了

しました。

　令和２年度医学部卒業生からの卒業記念品とし

て，大学本館西側の芝生に日時計が寄贈され，令和

３年３月６日（土）の卒業式終了後に除幕式が行わ

れました。【写真】

　当日は，祖父江元 学長，若槻明彦医学部長，伊

藤恭彦教務部長，鈴木孝太学生部長，令和２年度卒

業生を代表して，髙田莉子さん，川瀬康平さん，大

石紘之さんが出席しました。

　髙田さんから「アルベルト・アインシュタインは

『過去から学び，今日のために生き，未来に対して

希望をもつ。大切なことは，何も疑問を持たない状

態に陥らないことである。』という言葉を残しまし

た。そんな彼は大学卒業後，自分がなりたかった大

学助手ではなく特許庁へ就職し，貧しい生活を送り

ながらも彼は諦めませんでした。彼はたっぷりとで

きた自由な時間を使って物理学の問題に取り掛かり

ます。そうして生まれたのが，かの有名な特殊相対

性理論です。私たちはともすると現状の生活に追わ

れるあまり，与えられた情報を何の疑問も持たずに

受け入れてしまいます。彼の言葉は『考える』大切

さを教えてくれます。自分の意思で考えるというこ

とは想像よりも難しく，常に意識する必要がありま

す。私たちは愛知医科大学で医療を学び，また医師

となる自分の人生について考え，６年間という時間

を仲間とともに過ごしました。後輩たちに，物事に

対して批判的吟味をしたり，分からないことを分か

らないままにせず考えることを忘れないようにして

欲しいとの思いでこの言葉と，時間に関連した日時

計を卒業記念品とさせて頂きました。」と贈呈の言

葉があり，学長から「非常に含蓄の深い言葉で，と

ても意味の深い贈り物。今後困った時にはここにき

て考える。そんな場所になるのではないかと思いま

した。」とのお礼のあいさつがありました。

日時計寄贈 
医 学 部 卒 業 記 念 品令和２年度
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　令和２年度看護学部卒業生からの卒業記念品とし

て，災害救済用常備ツール収納ベンチ１点が寄贈さ

れ，令和３年３月25日（木）に７号館（医心館）３

階フロアーにて除幕式が行われました。【写真】

　除幕式には，祖父江元 学長，坂本真理子看護学

部長，佐々木裕子教務学生部次長，篠田かおる教務

学生部次長，長崎由紀子教務学生部次長，羽根田雅

巳事務局長など本学役職者や看護学部教員及び令和

２年度卒業生が参加しました。

　始めに，卒業生を代表して宮田あすかさんから，

「私たちは，COVID-19の影響により臨床実習に臨

む機会が少なくなってしまうという異例な一年を過

ごしました。しかし，この経験は，看護師になる上

で生かせる経験であると感じています。この度，後

輩たちが看護専門職者として携わる人々とともに健

康を追求していくことができるように，また，明る

く，楽しく，自らの目標とする看護師になれるよう

な学生生活を過ごすことができるよう願いをこめて

『災害救済用常備ツール収納ベンチ』を贈呈致しま

す。」との贈呈の言葉がありました。

　引き続き，祖父江学長から「大変素晴らしい記念

品を寄贈頂きありがとうございます。災害が起きる

ことなく，ツールが使用されずに末永くベンチとし

て活用させて頂けるよう願っています。」とお礼の

言葉が述べられました。

　本学近隣企業様及び関連企業様等から食料品等の

ご寄付について多数のお申し出を賜りました。

　ご寄付を頂いた皆さまからのご厚意に深く感謝申

し上げるとともに，前号に引き続き，掲載の許諾を

頂いた企業様等の一部をご紹介させて頂きます。（受

領期間：令和３年２月１日～令和３年４月30日）

災害救済用常備ツール収納ベンチ寄贈
看護学部卒業記念品令和２年度

大学・病院へのご寄付に感謝申し上げます

受領日 寄付者（業者名等） 物　品 数　量

２月１日，２日，15日，24日
３月２日
４月６日，14日，21日，27日

BENKEI 食品（菓子パン等） 480個

2月5日 焼肉屋華火 食品（焼肉弁当） 50個
2月17日 スキレットダイナー ミニクラシックハンバーガー 50個
2月24日
3月3日

BAR Dino
まる誠本店

食品（焼肉弁当・和食弁当） 100個

3月18日 株式会社セブンーイレブン・ジャパン nanacoカード 2,400枚
3月23日 株式会社玉越 美容パック 2,596個
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　令和３年度予算が，令和３年３月22日（月）の理

事会，評議員会において承認されましたので，お知

らせします。

　教育の分野について， 学生の講義は一旦全てWeb

配信とし，臨床実習も中止となりました。その後，

感染防止対策を行いながら臨床実習を再開するとと

もに，講義もWebと来学して聴講するハイブリッ

ドの形式となりました。感染防止対策の一環として,

通常講義の代替として使用してきたICT教育には，

慣れていない点もありましたが，使用実績を積み重

ねるに連れてメリットも判明し，今後，仮に新型コ

ロナウイルスの流行が収束したとしてもこれまで通

りの教育に完全には戻らず，ICTを利用した形が主

流になると想定されます。

　令和３年度は，更なるICT教育の改良・改善を模

索するとともに，教育レベルの質的向上に務める施

策に積極的に投資することとしました。

　研究の分野では，私立学校法改正を受けて中期計

画の策定が必須となりました。国立大学法人では，

大学の価値創造をテーマに統合・報告を行うように

なってきています。国公立・私立を問わず，大学が

持つ知の価値についての重要性が急速に増していく

傾向がある中，大学がどのように「価値を創造する」

のか説明することが求められてきています。

　Society5.0の実現にあたっては，科学技術イノベー

ションを駆動力として，知識集約型の新たな価値創

造システムを構築する必要性があるとされており，

民間資金の投資先として魅力ある研究や人材を大学

が獲得する必要があります。

　本学では，令和３年度，日本造血細胞移植データ

センターの誘致計画，研究創出支援センターの拡充

によるバイオバンクの本格稼働及び私立大学研究ブ

ランディング事業の業務遂行等，一層の研究体制の

充実，更には高度な技術者の定着を図ることとしま

した。

　医療分野では，2020年11月19日の「医療計画の見

直し等に関する検討会」（厚生労働省）で，次期の

第八次医療計画（2024年～ 2029年）から，新型コ

ロナウイルス感染症に関連した「新興感染症等の感

染拡大時における医療」を，六番目の事業として位

置付けることが決まりました。改めて，五疾病（が

ん，脳卒中，心血管疾患，糖尿病，精神疾患），五

事業（救急医療，災害医療，へき地医療，周産期医

療，小児医療）に新型コロナウイルス感染症に代表

される新興・再興感染症対策を加え，五疾病六事業

となります。

　12月14日に開催された中医協総会では新型コロナ

ウイルスへの対応に伴う診療報酬での追加措置が検

討され，医科に関しては，六歳未満の乳幼児への対

応及び転院を受け入れた保健医療機関に係る対応に

それぞれ加算を加えることとなりました。地域全体

での医療資源は限りがあるため，新型コロナウイル

ス感染症の治療を余儀なくされる患者を受け入れる

病院とその後の支援を行う病院の役割分担を更に進

め，特に後者に関しては，より一層の感染防御対策

の運用が求められ，相応のインセンティブが見込ま

れるところであります。本院，メディカルセンター

及びメディカルクリニックにおいても，国あるいは

愛知県の医療政策等に十分な注意を払い，決して乗

り遅れることがないよう臨機応変に対応することが

求められます。

　令和２年度は，電子カルテサーバ・端末等の機器

老朽化やシステム・ソフトウェアの陳腐化に対処し，

信頼性と利便性の向上を図るため病院医療情報シス

テムの更新を行いました。引き続き最先端の医療機

器を整備し，最新医療を展開するために医療機器の

年次計画更新も継続します。また，働き方改革に対

応して，職員全体の勤務時間の適正化，ワークシェ

令和３年度予算大綱
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アリング，医師の超勤対策等への事業費を積極的に

計上することとしました。

＜主な事業＞

教育・研究に関するもの

○教育環境の整備

・医学部・看護学部の出席管理システムと各教室

のカードリーダーを再構築し，顔認証やWeb

による出席確認が可能になる等利便性の向上が

見込める。

・シミュレーションセンターの心臓病患者シミュ

レーターを買い替え，シミュレーション教育を

充実させる。

・平成18年に導入された研究棟101・106実習室の

AV機器を更新し，部屋の壁や天井の塗装工事

を行うことで，教員・学生にとってより良い授

業環境を構築する。

○研究環境の整備

・私学助成制度を利用し，高分解能網羅的蛋白分

析，定量システムの質量分析計を更新する。

・本学に日本造血細胞移植データセンターを誘致

し，２号館（管理棟）を整備する。誘致により，

本学の教育・研究の進展と向上，診療の充実を

図る。

・平成14年に設置された研究棟102・103・104号

室の屋上排気フィルターを交換する。また，

102号室に給気システムを整備し，より良い研

究環境を構築する。

・空調設備を更新し，安定した動物飼育環境の確

保と室圧エアーバランスの調整により，臭気の

改善を図る。

〇研究活動の活性化

・新たな倫理指針が施行されるため，これに対応

可能となるよう倫理審査申請システムの改修を

行う。

・私立大学研究ブランディング事業「健康維持・

増進を支える次世代先制地域医療：炎症評価コ

ホート研究」を継続実施する。

・遺伝子組換動物実験の利用増大に伴い，マウス

胚操作システムを整備し，遺伝子研究活動の体

制強化や飼育施設の省スペース化等の利便性向

上を図る。

・研究創出支援センター機能の発展とバイオバン

クの体制をより強固なものとするため，バイオ

バンク施設を改修すると共に，研究創出支援セ

ンターの教員と職員を増員する。

医療に関するもの

〇スタッフの増員

・患者への栄養指導だけでなく，チーム医療にお

ける管理栄養士の役割と業務の拡大に対応する

ため，管理栄養士を増員する。

・体表面補綴外来の設立に向け，専任の医療職員

を増員し，装具や再建部位の鋳型作成用の設備

を設置する。

・新型コロナウイルスの感染拡大への対応のた

め，臨床検査技師・臨床工学士・診療放射線技

師を１名ずつ増員する。

・病院の退院支援の充実や愛知県の委託事業や地

域医療連携に対応するため，社会福祉士を１名

増員する。

・理学療法士２名を増員し，急増するICUにおけ

るリハビリ業務への対応と早期離床・リハビリ

テーションの更なる実施を目指す。

〇診療活性化対策

・役割が拡大し，今後更に活躍が期待される診療

看護師の手当を増額する。　

・特定行為研修の領域として新たに創傷管理領域

を設け，看護師の研修制度を充実させる。
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・成果を挙げた診療科等に病院長インセンティブ

を支給し，診療の一層の活性化を図る。

・新たに就任した教授の紹介動画やパンフレット

を作成し，地域の医療機関や患者へ広く広報す

ることにより，患者数の増加を図る。

〇診療用機器等の整備

・老朽化した手術用顕微鏡を様々な機能を有し，

より高機能で，高解像度の映像出力が可能な顕

微鏡へ更新する。

・Ｘ線透視が必要な症例や救急患者の緊急検査に

対応可能なＸ線透視装置を備えた内視鏡検査機

を増設し，更なる検査数の増加を図る。

・がん拠点病院としての機能拡大に向け，がん治

療の一種である温熱療法装置（ハイパーサーミ

ア）を整備する。

・心臓CTの解析処理に使用するサーバーの更新

とCT・MRIサーバーの統合を行う。更に，保

存容量確保のためサーバーを追加し，利便性の

向上を図る。

・老朽化に伴い，中央臨床検査部の生理検査情報

システムを更新する。

・2014年から稼働しているNAVIT（患者案内端

末）システムは老朽化してきているため，計画

的な更新を行う。

〇継続事業

・地域住民や連携病院，地域開業医への広報促進

を継続して行い，アピールポイントを積極的に

対外発信することで，「救急医療といえば，愛

知医大」というブランドイメージアップに努め

る。

・キャリアアップを目指す看護師のため，高度専

門看護部門及び助産師奨学金制度を更に充実さ

せる。

〇病院運営管理の強化

・勤務医の働き方改革を推進し，質の高い医療を

提供するため医師事務作業補助者を増員する。

・看護師の働き方改革を推進するため，看護補助

者を増員し，看護業務のタスクシフト・タスク

シェアリングを進める。

・BCP（業務継続計画）における災害対応事業と

して，防護衣の整備や地震への備えのため病棟

の棚や家具の固定を行う。

・新型コロナウイルス感染症の影響により延期と

なった病院機能評価（一般病棟３）を改めて受

審する。

法人・大学運営に関するもの

〇建物修繕

・特高変電所の特高変圧器３基の設置工事を行

う。

・２号館（研究棟）の塗装補修を行う。

・電力監視装置の設計・更新を行う。

〇その他

・人事・給与・勤怠システムの入替を行う。

・施設系ネットワーク機器更新工事を行う。



－　17　－

　事業活動収支予算では，収入52,347百万円（前年度比7.96％増），支出52,137百万円（前年度比7.97％増）とな

り，収支差は210百万円の黒字予算となっています。

　資金収支予算では，学生生徒等納付金収入5,030百万円，寄付金収入398百万円，補助金収入2,566百万円，医

療収入42,950百万円など資金収入合計54,300百万円となっています。

　一方，人件費支出20,856百万円，教育研究費支出25,446百万円，管理経費支出944百万円，施設関係支出1,095

百万円，設備関係支出1,896百万円，借入金等返済支出2,452百万円など資金支出合計53,910百万円となっていま

す。
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【理事】

辞　　任　　藤原　祥裕（令和３年３月31日付）

就　　任　　岩船　徹雄，道勇　　学（任期：令和３年４月１日～令和４年１月27日）

【評議員】

辞　　任　　藤原　祥裕（令和３年３月31日付）

就　　任　　岩船　徹雄（任期：令和３年４月１日～令和４年１月27日）

　本学元学長であり名誉教授

の祖父江逸郎先生が，令和３
年３月29日（月）に逝去され
ました。享年101歳でした。祖
父江元 理事長のご尊父です。
　祖父江逸郎先生は大正10年

３月19日に愛知県山田村（現名古屋市）に生まれ
ました。太平洋戦争中の昭和18年に名古屋帝国大
学医学部を卒業し，海軍に入隊。軍医として戦艦
大和に乗艦し，レイテ沖海戦にも従軍されました。
　戦後は名古屋大学に奉職し，医学部長や２度の
附属病院長などを歴任されました。神経内科が専
門で，難病の筋萎縮性側索硬化症（ALS）やパー
キンソン病などの治療・研究に取り組まれました。
　平成３年に愛知医科大学学長に就き，３期９年

間，カリキュラムの充実や学術国際交流の進展に
努め，平成12年に開設した看護学部の設立に寄与
されました。
　昭和59年から昭和62年まで就任していた国立療
養所中部病院長時代から，長寿社会の到来を見据
えて本格的に「老い」の研究を始め，愛知県大府
市に国立長寿医療研究センターが設置されるなど
研究拠点の整備にも尽力されました。
　平成22年から令和２年までは公益財団法人長寿
科学振興財団理事長も務められました。
　長年にわたり医学，医療の発展，向上に多大な
貢献をしたとして，平成６年には勲二等旭日重光
章を受章しています。
　ここに祖父江逸郎先生に対する生前のご厚誼に
感謝申し上げます。

訃　報
祖父江逸郎名誉教授（元学長）

役員・評議員の異動
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　令和３年３月31日付けをもって定年退職された羽

生田正行教授（外科学講座（呼吸器外科）），中村二

郎教授（内科学講座（糖尿病内科）），武山直志教授

（救命救急科）に愛知医科大学名誉教授の称号が授

与され，令和３年４月12日（月）正午から大学本館

役員会議室１において授与式が行われました。 

　授与式には，祖父江元 理事長・学長を始め，若

槻明彦副学長（医学教育担当），島田孝一法人本部長，

羽根田雅巳事務局長が出席し，祖父江理事長から称

号記が授与され，記念撮影が行われました。

　記念撮影後に予定していた，昼食を交えた懇親会

は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の取り組み

から中止となり，授与式は終了しました。

　平松礼二画伯が，フランス共和国政府より芸術文

化勲章「シュヴァリエ」を受章され，令和３年３月

24日（水）にフランス大使公邸（東京都港区）にお

いて叙勲式が行われました。

　この勲章は，フランス共和国文化通信省から与え

られる勲章であり，「芸術・文化の領域での創造，

もしくはフランスや世界での普及に傑出した功績の

あった人物」に授与されるものです。

　平松画伯は，新病院（中央棟）開院に伴い，多く

の絵画等をご寄贈頂いており，中央棟２階での展示

の他，中央棟３階及び14階には「平松礼二ギャラ

リー」を設置しており，患者さんを始め，来院され

る方々の癒しの場所となっております。

　この度は栄えあるご受章，誠におめでとうござい

ます。ますますのご健勝と更なるご活躍を心よりお

祈り申し上げます。

名誉教授称号授与式挙行

出席者による記念撮影

平松礼二画伯
フランス国芸術文化勲章「シュヴァリエ」受章

叙勲式にて

中央棟２階

［平松礼二ギャラリー］

中央棟14階中央棟３階
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○　大　学
【副 学 長 （ 診 療 担 当 ）】

道勇　　学

（内科学講座（神経内科）・教授）

　この度，副学長（診療担当）を拝

命し，身の引き締まる思いです。新

型コロナ感染の甚大な試練の只中に

あっても，本院がより強靭な全職員

団結のもと新病院開院以来の着実な

歩みを止めることなく持続的に発展

して行けますよう，先導の任を果た

したいと存じます。

（新任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）

【副 学 長 （ 特 命 担 当 ）】
春日井邦夫

（内科学講座（消化管内科）・教授）

　引き続き，副学長（特命担当）を

拝命致しました。今年度より男女共

同参画の推進とともに，本学のすべ

ての職員が能力と個性を十分発揮で

きる環境を実現するために，ダイ

バーシティ推進委員会を発足させま

す。また，教員評価の改善も含めて，

愛知医科大学の更なる発展に貢献で

きますよう取り組んで参ります。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 4 . 3 .31）

【副 学 長 （ 特 命 担 当 ）】
笠井　謙次

（病理学講座・教授）

　本年度より公的研究費管理・研究

不正防止等担当の副学長（特命担当）

を拝命しました。従来より本学では

研究費の適切な執行と研究倫理に

則った研究活動が実施されています

が，昨今の文科省関連規定・ガイド

ラインに沿って，更なる学内研究環

境の改善に取り組んで参ります。

（新任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 4 . 3 .31）

【研究創出支援センター長】
武内　恒成

（生物学・教授）

　研究創出支援センターではここ

２ 年間，バイオバンクの立ち上げ

と充実，および本学に即したURA

体制を見据えた整備を進めて参りま

した。大きく変化を遂げつつある国

内外の研究環境下において，研究支

援，バイオバンク，共同実験の各部

門からなる同センターとして，グ

ローバルに最先端の情報を取り入れ

つつ，学内研究力の質的向上と成果

の社会還元に向けて貢献して参りま

す。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）

主な役職者の改選
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【国 際 交 流 セ ン タ ー 長】
渡辺　秀人

（分子医科学研究所・教授）

　本学の国際交流活動を統括する国

際交流センターは，学生・教職員の

国際交流，学生・教職員向けの語学

力向上，異文化理解等を目的とした

セミナーの開催，外国人研究者の支

援等の事業を行っています。どうぞ

宜しくお願いします。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）

○　医学部
【教 務 部 長】

伊藤　恭彦

（内科学講座（腎臓・リウマチ膠原

病内科）・教授）

　引き続き，教務部長を拝命しまし

た。グローバルスタンダードを目指

した医学教育を推進し，2020年度良

好であった国家試験の成績を更に伸

ばしたいと考えております。新型コ

ロナウイルス対策を十分行い，実習，

講義をできる限り対面で進める方針

です。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 4 . 3 .31）

【産業保健科学センター長】
鈴木　孝太

（衛生学講座・教授）

　引き続き，産業保健科学センター

長を拝命致しました。働き方改革や

リモートワークの普及など，社会の

変化とともに移り変わる多様な労働

状況を客観的に把握し，科学的なエ

ビデンスを基に，働く人々の健康増

進，疾病予防を推進し，社会に貢献

して参りたいと思います。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）

【運 動 療 育 セ ン タ ー 長】
牛田　享宏

（学際的痛みセンター・教授）

　コロナ禍で患者さんだけでなく健

常者の方においても活動性の低下か

ら運動系の障害（ロコモ）やメタボ

になる方が増えてきています。セン

ターではそれぞれの方の状態に応じ

た適切な運動処方を行い，QOLの

向上でもって皆さまに応えていきた

いと存じます。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）

【薬毒物分析センター長】
妹尾　　洋

（法医学講座・教授）

　中毒事例に対応できるよう，高度

救命救急センターとの連携を密に取

りながら取り組んでいきたいと思い

ます。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）
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【医 学 教 育 セ ン タ ー 長】
早稲田勝久

（医学教育センター・教授）

　2020年 ８ 月 よ り 医 学 教 育 セ ン

ター長を前任の伴信太郎先生より引

き継ぎ，2021年度も引き続き拝命し

ま し た。 昨 年 か ら 継 続 す る

COVID-19の影響で，本年度も通常

通りの対面講義・実習を行うことは

難しい状況です。この困難をチャン

スに変えられるよう，医学教育セン

ターは様々な工夫を皆さんに提案で

きればと思っています。

（再任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）

【シミュレーションセンター長】
早稲田勝久

（医学教育センター・教授）

　2021年 ４ 月よりシミュレーショ

ンセンター長を前任の伴信太郎先生

よ り 引 き 継 ぎ， 拝 命 し ま し た。

COVID-19の影響で時間外の使用が

制限される一方で，病棟など現場で

の実習不足を補うなどのために，シ

ミュレーションセンターの使用頻度

は高くなっています。今後も施設・

研修内容の整備と充実に努めていき

たいと思います。

（新任，任期：R 3 . 4 . 1 ～R 5 . 3 .31）

　本学の過半数代表者に，石居謙太朗さん（病院事

務部病院管理課・主査）が立候補し，令和３年３月

４日（木）午前９時から３月８日（月）午後４時ま

での信任投票において，信任1,308票（有権者数2,562

名（過半数1,282名））を獲得し，選任されました。

任期は，令和３年４月１日から２年間です。

　労働基準法では，36（サブロク）協定を始めとし

た労使協定等を締結する場合，労働者の過半数で組

織する労働組合がある場合にはその組合，ない場合

には，労働者の過半数を代表するもの（以下「過半

数代表者」といいます。）と締結する必要があると

定めています。

　過半数代表者の責務は，①労働基準法で定められ

た書面による協定の締結，②就業規則の作成又は変

更についての意見書の提出，③安全衛生委員会委員

の推薦その他法令で定められた権限の行使等です。

また，労働基準法施行規則には，選出方法として,

過半数代表者を選出することを明らかにして実施さ

れる投票等の手続きによって選出しなければならな

いことが定められています。

学校法人愛知医科大学「過半数代表者」選挙実施
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　本学では，学校教育法に基づく大学評価制度によ

る公益財団法人大学基準協会における2020（令和２）

年度大学評価（認証評価）として，令和２年10月11

日（日）・12日（月）に実地調査を受審した結果，

同協会の定める大学基準に適合していると認定され

ました。認定期間は，2021（令和３）年４月１日～

2028（令和10）年３月31日までの７年間になります。

　また，大学運営審議会においては，実地調査にお

いて指摘のあった事項への対応として，「内部質保

証の方針」，「求める教員像」及び「教員組織の編制

方針」を制定・周知するとともに，評価結果に付せ

られた是正勧告（１件），改善課題（３件）について，

両学部・両研究科と連携を図りながら，改善対応を

進めています。

　学長及び副学長を中心に大学の重要事項及び将来

構想等を審議する組織として，平成28年４月１日付

けにて設置された「大学運営審議会」は，毎年度20

回程度開催され，各種規則の改廃に係る審議のほか，

副学長から学部・病院の動向や課題等について随時

報告がなされ，両学部間での情報共有が図られてい

ます。

　今年度は，大学評価，医学教育分野別評価受審後

の改善課題への対応，看護学分野別評価の受審準備，

病院機能評価の受審，メディカルセンター関連事項

など，構成員各人が多忙の中ではありますが，様々

な課題への迅速な対応を重視し，開催時間を調整し

ながら積極的に開催していきます。

＜構成員＞

　学　長 祖父江　元

　副学長（医学教育担当） 若槻　明彦

　副学長（看護学教育担当） 坂本真理子

　副学長（診療担当） 道勇　　学（新任）

　副学長（特命担当） 春日井邦夫（再任）

　副学長（特命担当） 笠井　謙次（新任）

　事務局長 羽根田雅巳

公益財団法人大学基準協会－大学評価適合認定－

大学基準協会の認定証

大学運営審議会～新メンバーでスタート～
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　令和３年度に本学では，研究機関の研究者を大学

の教員（連携教員）として迎え，その機関の研究環

境を活用しながら研究指導等を行う，大学院教育の

方式の一つである「連携大学院方式」が導入され，

本学初の試みとして一般社団法人日本造血細胞移植

データセンター（JDCHCT）と連携・協力に関す

る協定書が締結されました。

　この協定に基づき，本学の教育・研究の進展及び

充実を図ることを目的として，「造血細胞移植・細

胞治療情報管理学連携講座」が設置されました。

　JDCHCTは，造血細胞移植を受けた患者，並び

に造血細胞を提供されたドナーの情報を収集し，集

計・解析することにより，治療成績及び安全性の向

上を図り，患者及びドナーの福利に資するとともに

広く造血細胞移植の研究，教育，診療の質的向上を

目的としており，そのデータ蓄積数は約100,000件

にもなる全国でも稀有な組織です。全国の約400の

施設（大学，病院等）からデータが蓄積されており，

一部は国の支援事業として実施されています。また，

細胞移植に関する全国的な共同研究の中心的役割を

担う同センターから，年間約50編もの論文が発表さ

れています。

　このJDCHCTのセンター長である熱田由子氏が本

連携講座の教員（連携教授）となり大学院の授業科

目を担当します。この講座で大学院生は，JDCHCT

が持つその分野の最先端レベルの資源を活用した研

究指導等を受けることができます。

　連携大学院方式を活用した大学院への入学につい

ては，令和４年度の入学に向けて募集を開始します

が，研究意欲の高い方が多数応募されることが期待

されます。

　連携大学院方式の導入により，研究指導が行われ

るフィールドが発展的に広がる第一歩が踏み出され

ました。

連携大学院方式の導入
～（一社）日本造血細胞移植データセンターとの連携講座設置～

【連携大学院方式の仕組み】
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　本学では，医学教育センター及びシミュレーショ

ンセンターが中心となって立案し，文部科学省「感

染症医療人材養成事業（令和２年度第３次補正）」

に応募した結果，本学の申請事業が採択されました。

文部科学省からは，本事業に対し全国の大学から78

件の申請があり，教育内容や事業の継続・普及の構

想等について，特に優れた38件の事業が採択された

との通知があり，本事業に係る本学の交付予定額は

１億円を超えるものとなります。

　本事業は，感染症の診断や感染症の特色を踏まえ

た対処法等に関する教育プログラムを新たに導入

し，その一環として，新たな教育の課程で必要とな

る医療用シミュレータや音声・映像録画機器等の実

習用周辺機器を整備し，感染症に関するより高度な

知識を身に付けた医療人を養成することを目的とし

ています。医学部学生や看護学部学生のみならず，

若手医師，看護師の他広く医療人を対象として実施

される事業となります。皆さまのご支援・ご協力を

賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

　本学医学部では，教育・研究の進展及び充実に資することを目的とし，企業又は個人等からの寄附金を受け

入れ，これを有効に活用して「寄附講座」を設置し，教育研究活動を行っております。

　令和３年４月１日付けで医学部に新たに寄附講座を新設しました。新設講座である「先進糖尿病治療学寄附

講座（英文名：Department of Innovative Diabetes Therapy）」の概要は次のとおりです。

１　設置目的

　 　我が国のみならず世界的にも糖尿病患者数が増

加しており，将来的な糖尿病性合併症の発症・進

展を如何に抑えるかが重要な課題である。しかし

ながら，糖尿病性合併症の発症メカニズムの詳細

については未だ不明な点も多く，この分野におけ

る研究の更なる進展が期待されている。我が国の

みならず世界的にも糖尿病性合併症研究の第一人

者である本講座の主任研究者が中心となり，国内

外の研究者と共同して研究を推進することによ

り，糖尿病性合併症の発症機序の解明，更には新

たな治療法の確立につながることが期待される。

２　設置期間

　　令和３年４月１日から令和６年３月31日まで

　　（３年間）

３　職員等

　　教授　中村　二郎

４　寄附者名

　・　小野薬品工業株式会社

　・　アボットジャパン合同会社

　・　株式会社三和化学研究所

　・　興和株式会社

　・　テルモ株式会社

文部科学省「感染症医療人材養成事業」採択

先進糖尿病治療学寄附講座設置



－　28　－

　長久手市に設置されている４大学（本学，愛知県

立大学，愛知県立芸術大学，愛知淑徳大学）におい

て，「長久手市大学連携推進ビジョン4U」を策定し，

連携事業が実施されています。

　その事業の一つとして，例年各大学がそれぞれの

特色を生かした「４大学合同ワーキング」を実施し

ており，本学は，令和３年２月６日（土）に「災害

時のトリアージ・応急手当てを楽しく学ぼう」をテー

マに実施しました。

　ワーキングでは，本学医学部・看護学部の学生が

指導役となり，ビデオ会議システム「Zoom」を用

いたオンラインにより，連携する他大学の学生や大

学連携事業の関係者，長久手市民に対して，説明・

演習が行われました。

　今回は，どのような症状や病気が「緊急度」が高

いのか，また，どのような対応が望ましいのかにつ

いて説明が行われましたが，オンラインであっても

参加型になるよう，動作をまねしてもらう，説明用

のスライドを手持ちの紙芝居風にするなど，学生ら

しい工夫を凝らしたものとなりました。

　参加者からは色々な質問があり，本学学生にとっ

ては新たな学びの機会となりました。

　今後も様々な取り組みが予定されていますので，

地域における本学学生の活躍にご期待ください。

　長久手市役所長寿課と長久手市社会福祉協議会に

よる認知症サポーター養成講座が，令和３年２月24

日（水）に看護師を対象に，３月10日（水）に看護

学部教職員を対象に開催されました。

　厚生労働省は，認知症に対する正しい知識と理解

を持ち，地域で認知症の人やその家族に対してでき

る範囲で手助けする「認知症サポーター」を養成し，

認知症高齢者等にやさしい地域づくりに取り組むこ

とを目指しています。認知症サポーター養成講座は，

全国の地域住民，金融機関やスーパーマーケットの

従業員，小・中・高校の児童・生徒など様々な方が

受講しています。

　２月24日（水）は，午後４時30分から午後６時ま

でZoomにより開催され，看護師９名が参加しまし

た。受講後のアンケートの中で「患者さん対応に役

立ったことは」に対して，「認知症の方と接する際

の心構えやポイントを学べた。」，「自尊心を傷つけ

ない接し方が大事であることを学べた。」等の感想

がありました。

　３月10日（水）は，午後３時から午後４時30分ま

で，大学本館たちばなホールにおいて開催され，看

護学部教職員34名が参加しました。講座の中では「声

かけ体験」が行われ，長久手市民ボランティアが演

ずる寸劇を通して，職員が認知症の人への望ましい

対応と望ましくない対応を学びました。受講後のア

ンケートには，「寸劇を通して分かりやすかった。」，

「住んでいる地域で迷っている認知症の方がいたら

声かけしたい。」等の感想がありました。

　受講者には，認知症を応援する意志を示すブレス

レット（オレンジリング）が配布され，今回の学び

は院内や学内だけでなく，地域社会にも活かせる講

座となりました。

４大学合同ワーキング実施 
～災害時のトリアージ・応急手当てを楽しく学ぼう～

認知症サポーター養成講座開催

職員による声がけ体験の様子
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　令和３年２月25日（木）大学本館１階南側ロビー

において，愛知県赤十字血液センター主催の本学職

員等による団体献血が実施され，職員を始め多くの

方にご協力頂きました。 

　せっかく献血をお申し出頂いたのに体調によりご

協力頂けなかった方々は，ご自愛頂き，次回の献血

の際には是非ご協力くださるようお願いします。

　次回は令和３年６月頃に予定していますので，ご

協力よろしくお願いします。

・33名
・26名
　（400ml・25名）
・７名

・献血受付数
・献血できた方

・献血できなかった方

冬の団体献血（結果）

　総合学術情報センター（情報基盤部門）では，令

和３年３月４日（木）午後５時30分から，全教職員

及び学生を対象に情報セキュリティ講演会（SD研

修）が開催されました。今年度は，コロナ禍により

マルチメディア教室での対面に加え，オンラインで

も実施し，47名の参加がありました。

　講演会では，東京海上日動リスクコンサルティン

グ株式会社サイバーセキュリティラボ上席主任研究

員の池上雄一郎氏を講師に迎え，「個人情報漏えい

の影響及び被害から考えるリスク低減のポイント」

と題して，情報セキュリティインシデントの事例等

を交えて講演して頂きました。

　出席者は，コロナ禍で増加しているリモートワー

クやオンライン会議など，情報通信サービスの変化

によって重要性が高まっている今後の情報セキュリ

ティのあり方について，熱心に聞き入っていました。

　本学では，引き続き情報基盤の整備を実施すると

ともに，情報漏えいが発生しないよう，教職員及び

学生への意識啓発に努め，情報セキュリティ対策に

一層積極的に取り組んで参ります。

　総合学術情報センター（ICT支援部門）では，令

和３年３月19日（金）にオンライン授業における著

作権の取り扱いに係る講演会を開催し，教職員61名

に参加頂きました。本講演会は新型コロナウィルス

影響下のため，オンライン（Zoom）により実施さ

れました。

　講師には，本学知的財産権アドバイザーで弁理士

の丸山修氏をお招きし，「オンライン授業と著作権

について」と題して，オンライン授業実施時におけ

る資料の取り扱いに留意すべき著作権について，関

連法規である学校その他の教育機関における複製等

を定める著作権法35条の内容を中心に，平成30年に

改正された教育における著作権の制限規定の変更内

容等について講演して頂きました。また，事前に参

加者から募った質問に対しても個別に回答して頂き

ました。

　今後もオンライン授業やｅラーニングにおけるサ

ポートを通じて，授業や自学自習における学修支援

を行うとともに，著作権の啓発活動にも取り組んで

いきます。

情報セキュリティ講演会開催

オンライン授業における著作権の取り扱いに係る講演会開催

　献血ご協力ありがとうございました 



－　30　－

　この４月から内科学講座（糖尿病内科）の教授を

拝命致しました。どうぞよろしくお願い致します。

私は，平成23年に愛知医科大学病院に糖尿病センタ

ーが新設されたことを期に，同年７月に着任させて

頂きました。先代教授である中村二郎先生（現在：

本学医学部先進糖尿病治療学寄附講座・教授）のご

指導の下，10年の間で，私は愛知医科大学から教育・

診療及び研究について多くのことを学ばせて頂き感

謝しております。

　私の専門は糖尿病学になりますが，皆さんご存知

の通り世界的に，また我が国においても糖尿病患者

数は増加の一途をたどっております。糖尿病を患う

と生活の質が著しく低下するため，まずは糖尿病に

ならないこと（予防），また，なってしまった場合

は糖尿病性合併症を発症させない・進展させないこ

とが重要になります。そのためには，適切に丁寧に

糖尿病患者さんの治療を行う必要があり，それを担

う糖尿病専門医及びメディカルスタッフの育成に努

めていきたいと思います。

　私が糖尿病学に進んだのは，親族に糖尿病が多か

ったことに加えて，私の恩師である堀田饒先生（現

在：中部ろうさい病院・名誉院長）と先代の中村教

授との出会いが大きかったと思います。私は海南病

院で研修し，そこでは腎臓内科の魅力的な２人の上

司に強く惹かれ，大きく揺らいだ時期もありました

が，最終的には糖尿病を選択し，今に至っておりま

す。人との出会いが決め手といえます。

　研究においては，糖尿病性合併症，中でも糖尿病

性神経障害を専門にしております。糖尿病性神経障

害の分野は，基礎研究においても臨床においてもま

だまだ解決しないといけない多くの課題を有してお

り，一つひとつ取り組んでいきたいと考えておりま

す。

　皆さんが将来医師になるに当たり，もちろんしっ

かり勉強し，まずは国家試験に合格することが重要

であることは言うまでもありません。ただ，同時に

しっかり学生時代を楽しんでください。部活・アル

バイト・旅行など，何でも良いと思いますが，人生

で二度とない学生時代という貴重な時間を大事に過

ごしてください。また，将来，高度な診療ができる

医師になる，立派な研究者になるといったことも重

要ですが，その前に人の話にしっかり耳を傾けるこ

とができ，人に頭を下げることのできる医師あるい

は研究者になってください。頑張ってください。

― 教授就任に当たっての
抱負を聞かせてください。 ―

― 現在の研究分野に進まれた
きっかけを教えてください。 ―

― 学生へのメッセージをお願いします。 ―

内科学講座（糖尿病内科）・教授

神
かみ

谷
や

　英
ひで

紀
き

教授就任インタビュー教授就任インタビュー
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　私は，2018年に准教授として就任し，2021年４月
１日付けで，基礎看護学領域の教授を拝命致しまし
た。
　2018年度の就任後より，看護管理学分野に関する
教育を実践しております。看護管理学とは，組織資
源である「ヒト・モノ・カネ」の三つを効率的に運
用し，組織利益に繋げることを目的とした視点と，
資源を確保し育てることを目的とした二つの視点が
重要な学問です。この中でも，資源を確保し育てる
視点として看護専門職者の実践技術の評価と評価に
基づく新しい教育方法の提案を専門として教育・研
究活動を行ってきました。
　医療分野において，ヒトの資源は最も重要であり，
その中でも看護師は幅広い活躍が求められる職業で
す。看護師の持つ実践技術が正しく評価され，評価
に基づく教育が実践されることは，医療業務のタス
クシフトが求められる我が国において，看護師の役
割拡大を広げていく上で重要になると考えます。基
礎看護領域では，愛知医科大学病院の次世代を担う
学生に対して看護実践技術を分かりやすく教育する
ことに努めるとともに，看護技術の奥深さを学ぶこ
とで，一人でも多くの学生が自信をもって卒業でき
るように取り組んでいきたいと思います。

　研究員として働いていた中で，測定機材を用いて
人の動作や侵襲の程度を計測し，可視化する手法に
ついて学ぶ機会を得ることができました。それまで，
質問紙などでの評価手法しか知らなかった私にとっ

て測定値として可視化することは衝撃的な体験でし
た。その後，大学院教育に携わる中で，多くの看護
師には理解されないけれど，同じ専門看護師ではド
ップラー音で血管の病状がある程度把握できるとい
う共通理解があると当時の学生から聞いた時，言葉
にできない熟練者の技術を測定機器にて数値化する
ことに興味を抱いたことが，現在取り組んでいる研
究のきっかけです。熟練者の多くが高度実践技術に
なるほど感覚的な表現を用いて説明することが多
く，彼らの感覚が実際に違いとして可視化できない
かと思い，音の解析とその音の捉え方について調査
を行いました。その結果，病気の有無により音に違
いが生じる部分があり，その点を聞き分けている可
能性を示唆しました。熟練者の持つ技術の根幹を証
明することは，彼らの言葉にできない「凄み」を証
明することであり，看護職専門職としての価値を示
すことに繋がると考えています。

　看護職としての臨床経験は６年間と短い期間でし
たが，多くの病院・施設の看護師として大学院と並
行して働くことで，看護領域の職業としての幅広さ
と応用性について知ることができました。看護職は，
病院・施設だけでなく企業においても働くことがで
きる職業です。
　私は，看護師になりたいと思って看護職を選んだ
者ではありません。学生の皆さまの中にも同じよう
な方がいらっしゃるかもしれません。学生の皆さま
が考えている以上に，看護の世界は広く，今後もま
すます拡大していく領域です。看護という学問の入
り口に立った学生の皆さまが，知らないからこそ持
つ柔軟性を生かして，この分野を発展させていける
よう，お手伝い
ができればと思
います。この道
を目指して良か
ったと思える４
年間を過ごせる
ように，お互い
頑張って行きま
しょう。

― 教授就任に当たっての
抱負を聞かせてください。 ―

― 現在の研究分野に進まれた
きっかけを教えてください。 ―

― 学生へのメッセージをお願いします。 ―

基礎看護学・教授

山
やま

中
なか

　　真
まこと

ICTイノベーションフォーラム2019

オフショット
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◆　医学部ガイダンス概要

４月５日（月）

学生生活について

学生相談室の紹介

国際交流に関する説明

医学部のカリキュラムについて

・６年間のカリキュラムについて

・１学年次のカリキュラムについて

・履修上の注意および試験に関する注意

・単位認定・進級留年および成績評価（GPA制度）

実習衣採寸・注文

授業，試験等について

４月６日（火）

基礎科学ガイダンス

ICTに関するガイダンス

ハラスメント防止講演会【オンライン】

防犯講習会

医学部長メッセージ

課外活動紹介

４月７日（水）・４月８日（木）

新入生研修

◆　看護学部ガイダンス概要

４月５日（月）

教務関係オリエンテーションⅠ～Ⅳ

総合学術情報センター（情報基盤部門）利用講習会

学務情報システム説明

４月６日（火）

ハラスメント防止講演会【オンライン】

防犯講習会

教科書販売

４月７日（水）

学生生活関係オリエンテーション

学生相談室紹介

新入生研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの概要説明

アドバイザー紹介

施設紹介（運動療育センター，愛知医大サービス）

傷害・賠償保険等の説明

事務手続き及び連絡等奨学金の書類提出

ロッカー案内など

新入生ガイダンス実施
　令和３年度入学生を対象としたガイダンスが，医学部は４月５日（月）～８日（木），看護学部は４月５日（月）

～７日（水）に実施されました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し，学生を班分けして登校時間をずらしたり，オンライン講演を

取り入れるなどの対策を講じて実施されました。

真剣な眼差しで聞き入る学生 教員による内容説明
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　令和３年４月７日（水）・８日（木）に，令和３

年度医学部新入学生を対象とした，新入生研修が実

施されました。

　令和元年度までは，プロフェッショナリズム１a

の授業の一部として実施されていましたが，新入生

研修は，医学生としての心構えのみならず，大学生

としてのコミュニケーション能力の醸成などを目的

としているため，令和２年度から大学行事として実

施されることとなりました。

　昨年度は，新型コロナウイルス感染症の影響で残

念ながら中止となったため，１学年次生は，十分に

同級生同士のコミュニケーションをとる機会がない

まま，オンライン授業が始まり，学生生活に与えた

影響は大きいものがありました。そこで今年度は，

形式を変更してでも対面で実施した方が良いと判断

し，１日のプログラムで学生を２班に分ける方法で

２日間実施されました。

　研修では，伊藤恭彦教務部長，早稲田勝久医学教

育センター長から，医学部入学後に目指すこと，カ

リキュラムの意味などの説明があった後，医学教育

センターの青木瑠里講師から「医学生って何者？」

と題した講演が行われました。続いて，「基礎医学

の学び方」と題し，１日目は，笠井謙次教授（病理

学講座）及び佐藤元彦教授（生理学講座），２日目は，

髙村祥子教授（感染・免疫学講座）及び内藤宗和教

授（解剖学講座）による講演があり，心理学の宮本

淳准教授からは，コミュニケーションの基本となる

演習が行われました。

　また，２学年次生（阪上あすかさん，杉山英里さ

ん，田中透さん，坂野太紀さん），３学年次生（岩

田裕真さん，對馬由奈さん，西村彩花さん，徳永宏

至さん）から大学生活に関する体験談の話しがあり，

「先輩医師からのメッセージ」と題し，杉山佳代講

師（外科学講座（心臓外科））から学生生活を送る

上でのアドバイスを含めた講演がありました。

　学生は，講義ごとに，グループディスカッション

を繰り返し，コミュニケーションを深めながら，自

分たちの考えをまとめていきました。それを活かし

て最後に，「今後の６年間の過ごし方」についてKJ

法を用いたグループワークが行われ，各グループに

６年間の過ごし方を漢字一文字で表してもらいまし

た。１日目は，「実・花・夢・道・蜜・豊・連・昇」，

２日目は，「実・努・学・翔・生・繋・輝」という

一文字となり，それぞれのグループの一文字の意味

をかみしめ，今後に活かしてくれることを期待して

います。

　また，終了後のアンケートには，多くの同級生と

知り合い，ディスカッションできたことへの喜び，

医学部に入学した自覚の芽生え，医師を目指すこと

への実感などについて記載があり，新入生研修の目

的は達成されたものと思われます。

令和３年度医学部新入生研修実施

講演の様子

活発なグループワーク
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　看護学部では，令和３年４月７日（水）・８日（木）

の２日間において「社会に求められる看護専門職者

に向けて，はじめの１歩を踏み出そう」をテーマに，

専門職者としてのふるまいやマナーを知り，看護学

部で主体的に学ぶことへの動機付けができるように

なることを目的に新入生研修を実施しました。

　初日は，学生委員会の佐々木裕子委員長から，災

害・防災対策についての説明を受け，続いて，新入

生全員で安否確認システムへの登録を行い，学生委

員会委員から，在学中の実習を行うにあたって必要

不可欠となる「感染症と健康管理」及び「健康管理

手帳の記入方法」等について学びました。

　２日目の午前は，少人数グループで大学構内を見

学するキャンパスツアーを開催し，学内施設を巡り，

チェックポイントでの「〇×クイズ」にグループで

協力し，回答していく中で，初めは緊張した様子で

したが，時間が経つにつれ，笑い声も聞かれ，親睦

を深めることができているようでした。

　午後からは，事前に録画をした２～４学年次生９

名からのリレーメッセージをオンライン視聴し，先

輩の体験談や思いを真剣に聞き入っていました。続

いて，株式会社マイナビの友松里枝氏による「大学

生として身につける接遇・マナー」と題した講演が

行われました。

　最後に，振り返りとして，看護学部生として明日

から始めること，心がけることについて，個人レポー

トをまとめました。

　本研修は，新入生にとって，これからの学生生活

を送る上で，非常に有意義な２日間になったことと

思われます。

　本学の解剖学教育のために献体頂いた次の方々に対し，文部科学大臣から感謝状が贈呈されました。

　なお，感謝状の贈呈は，献体者のご遺族が受領を希望された方です。

伊藤　文子　殿　　　大森　康德　殿　　　奥村　芳野　殿　　　尾島多恵子　殿　　　加藤　守康　殿

神波タカコ　殿　　　木村　建一　殿　　　熊崎　勝重　殿　　　久茂田光子　殿　　　小島　鍈一　殿

近藤　末松　殿　　　佐藤　隆三　殿　　　澤田　政子　殿　　　竹岡　ウシ　殿　　　西村　孝志　殿

光浪　輝義　殿　　　藥袋　　晃　殿　　　山田　秀孝　殿　　　横地　末夫　殿　　　𠮷田　和子　殿

吉田　桂子　殿 （以上　五十音順）

令和３年度看護学部新入生研修実施

キャンパスツアーの様子

篤志献体者に文部科学大臣から感謝状贈呈
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　令和３年４月６日（火）午後１時20分から医学部

及び看護学部の新入生 220名を対象に, ハラスメン

ト防止講演会，防犯講習会が開催されました。新型

コロナウイルス感染予防策として，医学部生は大学

本館たちばなホールで，看護学部生はＣ棟201講義

室で受講しました。

　ハラスメント防止講演会は，21世紀職業財団の清

水智子講師にオンラインで登壇して頂き，大学にお

けるハラスメントの基礎知識や難しさ，被害にあっ

ている時の対処方法などについて具体例を交えなが

ら説明して頂きました。

　続いて，愛知警察署から生活安全課生活安全第１

係巡査長立松氏を始め４名の方を講師に迎え，防犯

講習会が開催されました。防犯講和，薬物講話，宗

教注意喚起をテーマに講演して頂き，気づかないう

ちに巻き込まれがちな犯罪や，近年大学生に広まり

逮捕が相次ぐ「大麻」の危険性，コロナ禍に乗じて

若者の勧誘が問題視されているカルト宗教について

注意喚起がありました。

　この講演会で得た知識を活用して，安心安全な大

学生活を送ってくれることを期待します。

　令和３年４月14日（水）午後５時40分から医学部・

看護学部の学生を対象に，「春の交通安全講習会」

をオンラインで開催され，両学部併せて220名が参

加しました。

　講師をお願いした愛知署交通課交通総務係大坪警

部補から，愛知署管内で最近起きた交通死亡事故に

ついて紹介があり，交通死亡事故が他人事ではなく

身近に起きていることが伝えられました。また，道

路交通法の一部改正により，運転中のスマホ等利用

に対する罰則強化の内容が伝えられた後，「ながら

スマホ」により尊い命が奪われた事故の被害者の声

についてDVDを視聴しました。【写真】

　講習終了後には，交通安全に対するWebテスト

を全25問実施し，「ヘッドライトは，ハイビーム（上

向き）を基本に走行するのがよい」や「横断歩道を

横断しようとしている歩行者があるときは，その横

断歩道の手前で一時停止して，その通行を妨げない

ようにする」等の交通規則の確認を行いました。

　今後も学生一人ひとりが安全運転に努めてくれる

よう，引き続き啓発活動を続けて参ります。

ハラスメント防止講演会・防犯講習会開催

講演会の様子

講演する立松巡査長

春の交通安全講習会開催
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　令和２年度医学部実験動物慰霊祭が，令和３年３

月８日（月）午後０時30分から実験動物供養塔前に

おいて厳かに執り行われ，医学の教育・研究の発展

のための礎となった諸動物の冥福を祈りました。

　慰霊祭では，初めに本学の医学研究のために貢献

した動物の諸霊に対し，参加者全員で黙祷が捧げら

れました。続いて，祖父江元 学長，若槻明彦医学

部長，佐藤元彦総合医学研究機構長，松下夏樹動物

実験部門長から代表献花が行われ，医学研究の発展

のため尊い犠牲となった動物たちの霊に哀悼の意を

表し，今後とも動物愛護の精神に基づき，更に実験

動物の愛護に努めることを誓いました。【写真】

　その後，コロナ禍における密を避けるために設け

られた自由参列時間において，日頃動物実験や飼育

に携わっている教職員一人ひとりから白いカーネー

ションの花が献花台に捧げられ，諸動物の冥福を祈

りました。

　令和２年度に他の模範となる活躍をした医学部学

生の表彰が行われ，６学年次生２名，５学年次生１

名に対し，祖父江元 学長から表彰状と記念品が贈

呈されました。

　平田智基さん（６学年次），花林卓哉さん（６学年

次）の２名は，外国語の山森孝彦教授を始めとする

本学教員との共著による英文論文『Assessment of 

Evidence-Based Medicine education in the Japanese 

New Model Core Curriculum using a student-to-

student multi-institutional survey』が医学英語教

育学会の学会誌 Journal of Medical English 

Educationにアクセプトされ掲載されました。

　また，恒川礼奈さん（５学年次）は，解剖学講座

の中野隆教授を始めとする同講座教員との共著によ

る case report『A rare third head of the biceps 

femoris in the posterior thigh』 が Anatomical 

Science Internationalにアクセプトされ掲載されま

した。

　今回のように表彰される学生が今後も続くことを

期待します。

令和２年度実験動物慰霊祭挙行

令和２年度医学部学生の表彰

祖父江学長，若槻医学部長等と記念撮影
（中央左側：花林さん，中央右側：平田さん）

祖父江学長から恒川さんへ記念品の贈呈
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　令和３年３月25日（木）に医学部第３回FDが開

催されました。今回もCOVID-19禍のため，オンラ

インによるFDとなりました。

　今回のFDは，各科で実施している科別OSCEの

シナリオのブラッシュアップを目的としました。現

在，クリニカル・クラークシップＢにおいて，各科

で科別OSCEを行って頂き，学生のレベルアップを

図っています。

　早期から科別OSCEを行っている内科学講座（肝

胆膵内科）の伊藤清顕教授（特任），小児科学講座

の縣裕篤教授（特任）にOSCEの内容・工夫点を紹

介して頂いた後に，グループディスカッションに移

行しました。

　グループ内で，それぞれの各科OSCEシナリオを

紹介し合い，ブラッシュアップが行われます。グルー

プは，参加頂いた「科別OSCEを担当している・担

当したことがある」先生と，「担当したことがない」

先生とを合わせて作成しました。「科別OSCEを担

当している・担当したことがある」先生は，自身の

診療科で実施している科別OSCEのシナリオ・評価

表などを紹介・共有し，ブラッシュアップをグルー

プディスカッションで行いました。

　最終の全体ディスカッションでは，学生同士の屋

根瓦式教育を念頭に置いたOSCEの大切さ，エコー

などの医療機器説明・実施の大切さに気がつくこと，

更にその医療機器を使用して得た情報を診察に繋げ

る大切さを，いかに学生に気付かせることが大切だ

という意見に集約されました。今後の更なるOSCE

のブラッシュアップを継続し，学生に良い教育を提

供できるよう尽力していきます。お忙しい中皆さま

の参加に感謝申し上げます。

令和２年度医学部第３回FD開催

伊藤教授（特任）のプレゼン

教務関係役職者等のホスト側

縣教授（特任）のプレゼン

課題解決に向けたディスカッション
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　令和３年３月22日（月）看護学部実習室において，

看護学部体験入学が開催されました。

　高校生を対象として，看護学部における講義の実

際を体験することで，大学で看護学を学ぶことへの

関心を深めて頂くことを目的として開催しています。

　当日は，25名の高校生が参加し，体験授業（スマ

ホッ首は笑えない）では，緊張する中で皆真剣に聞

き入っていました。

　体験演習（スマホッ首を予防するためのセルフマ

ネジメント）では，習慣動作・習慣姿勢の見直し，

硬くなった筋肉と関節を柔軟にすること，弱まった

首の筋肉の活性化を目的に，ダンスを取り入れた体

操を参加者全員で行いました。また，スマホッ首を

予防するため，この体操を習慣化するにはどうすれ

ば良いかをテーマとしたグループワークを行い，活

発な意見交換が行われました。その後，ドクターヘ

リやドクターカーを見学しました。

　参加した高校生からは，「楽しみながら体験ができ

て，とっても楽しかったです。」，「みんなで話し合っ

たりしたのは楽しかったし，違う意見が聞けてよかっ

た。また，体を動かすのがすごく楽しかったです。」，

「ドクターヘリやドクターカーをあんなに近くで見

たのは初めてなのでとても興奮しました。」などの

感想が寄せられ，参加した高校生にとっては，とて

も有意義で充実した体験となったことと思います。

　令和３年１月30日（土）及び２月７日（日）に看

護学部臨床実践看護学の阿部恵子教授による「看護

研究支援セミナー　～研究を身近に！現場の課題解

決に向けて～」が，オンラインの２回シリーズで開

催されました。【写真】

　第１回は，「研究疑問がわかる」のテーマで，看

護研究とは何か，研究と実践の関係，研究疑問を引

き出すプロセスについて講義と動画を活用した演習

で学びました。第２回は，「研究テーマが絞り込める」

とし，少人数グループでのディスカッションを通し

て各自の研究テーマの絞り込みを進めました。最後

の研究デザインについての講義では，グループワー

クで絞り込んだ自分の研究テーマに対する研究方法

について考える機会になりました。

　参加者からは，「初心者で不安があったがわかり

やすかった。」，「動画を使用しての演習は考えやす

かった。」，「小グループでディスカッションしやす

かった。」，「ファシリテータからのフィードバック

や助言がありよかった。」など好評で，「自分の考え

を言語化することで考えが明確になった。」「自分の

テーマを絞ることができた。」など，成果や充実感

を感じられる意見も寄せられ，盛況のうちに終了し

ました。

看護学部体験入学開催

ダンスを取り入れた体操の様子

看護実践研究センター「看護研究支援セミナー」開催
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　令和３年２月13日（土）午後１時30分から，大阪

大学人間科学研究科の村上靖彦教授をお招きし，「看

護と〈居る〉を支える　～現象学でほどいていく看

護師の語り～」というテーマで，オンラインによる

大学院特別講義が開催されました。

　村上先生は現象学的な質的研究をご専門とされ，

これまで看護師へのインタビューをもとに『摘便と

お花見』，『在宅無限大：訪問看護師がみた生と死』，

『現象学でよみとく専門看護師のコンピテンシー』

など多数の現象学的著作を出版されています。

　講義では，現在分析中の語りも織り交ぜながら，

〈居る〉を支えるということの諸相について，ケア

が生み出す側面，身体の存在がかかわる側面，社会

が生み出す側面などをお話しくださいました。

　今回の講義には184名の参加があり，看護だけで

なく他の専門領域からの参加もありました。参加者

からは，「現象学に基づいたわかりやすい講義の中

で改めてケアの意味を考えることができました。」，

「人が人としてその存在を認められることの重要性

を改めて理解致しました。」等の感想が寄せられま

した。

　令和３年３月６日（土）午前９時から役員会議室

１において，令和２年度特定行為研修修了証授与式

が挙行されました。【写真】

　式では，看護学研究科高度実践看護師（診療看護

師［ＮＰ］）コース修了者一人ひとりに対し，祖父江

元 理事長から修了証書が授与されました。

　続いて，祖父江理事長から「特定行為研修修了者

はこれからの医療を担っていく可能性が大いにあり

ます。皆さまの益々のご活躍を期待しています。」

との祝辞が述べられ式は終了しました。

　＊高度実践看護師（診療看護師［ＮＰ］）コース修

了後は，特定行為研修修了者として厚生労働省に報

告します（38行為21区分）。また，一般社団法人日

本ＮＰ教育大学院協議会が実施する「ＮＰ資格認定

試験」の受験資格が得られます。

看護学研究科特別講義

看護学研究科特定行為研修修了証授与式挙行
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　医学研究科及び看護学研究科の合同により，令和

２年度は，計10回の統計セミナーが開催されました。

　本セミナーは，臨床研究支援センターの大橋渉准

教授を講師とし，医学研究科及び看護学研究科学生

を中心に，病院職員を含めた全教職員を対象として，

オンラインにより開催されました。研究における統

計学的分析手法の基礎知識を習得する講義・演習と

なっており，参加者からは，「具体例が多く示して

あり，理解しやすかったです。」，「シリーズで複数

回受講することで，少しずつ理解が深まります。」，

「身近な例でわかりやすく，楽しく受講できます。」

などの感想がありました。

　医学研究科及び看護学研究科では，今後も研究力

の向上を図っていきます。令和３年度も開催予定で

すので，皆さまのご参加をお待ちしております。令

和２年度の開催日及びテーマは，次のとおりです。

令和２年度医学研究科・看護学研究科統計セミナー開催

No 日　時 テーマ

1 ５月27日（水）18時～ 19時 統計学の基礎

2 ６月24日（水）18時～ 19時 統計的検定の基礎

3 ７月31日（金）18時～ 19時 医学研究と統計的検定

4 ８月24日（月）18時～ 19時 回帰と相関

5 ９月30日（水）18時～ 19時 後ろ向き研究の手順

6 10月21日（水）18時～ 19時 ロジスティック回帰分析

7 12月８日（火）18時～ 19時 生存時間解析（1）

8 12月22日（火）18時～ 19時 ロジスティック回帰分析

9 １月25日（月）18時～ 19時 生存時間解析（2）

10 ２月22日（月）18時～ 19時 実例に見る数字と研究
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外科学講座（呼吸器外科）

羽 生 田 正 行 　教授　２月12日（金）

【「人の世に道は一つということはない」

－愛知医科大学と歩んだ18年が教えてくれたこと－】

　羽生田正行教授は，平成15年４月，本院に創設さ

れた外科学講座（呼吸器外科）の初代教授としてご

着任して以来，18年の長きにわたり教授・診療科部

長を務められ，医学部学生及び研究医の教育，呼吸

器外科学の技術的な進歩や縦隔腫瘍の治療，更に後

進の育成，本学の外科学講座（呼吸器外科）の発展

に，大変な熱意を持って当たってこられました。

　本院においては，平成23年から副院長，平成26年

から病院長代行，そして平成27年から病院長として

新病院の運営に携わり順調に稼働させ，大きな功績

を上げられました。大学においても，平成25年から

評議員，平成26年から理事，平成27年から常任理事，

平成28年から副学長として，多大なる発展に寄与さ

れました。

　最終講義では，本学に赴任された当時のエピソー

ドを交え，ある内科教授に「愛知医大の教授は玉石

混淆だけど，石が多いな」という厳しい言葉と，先

生自身が医学部を卒業時には，臨床は大好きだけど，

面倒くさいことは嫌いな医師（石）であったなとい

うことを思い出されたこと。また，ダイヤモンドの

原石は，それ自体ではダイヤモンドにはなれないが，

誰かに削ってもらい，磨いてもらってダイヤモンド

として活躍できるようになる。自分の特徴というの

は，自身では分からないものであるが，欠けた断面

や磨かれた表面から，自分が意図しなかった一面が

現れ，その意図しない部分で世の中のお役に立てる

道ができることを，先生のこれまでの研究やご経験

等，多くの写真や資料・データを用いて詳しく講義

してくださいました。また，講義では，愛知医科大

学という器の中で，擦れあい，ぶつかり合うことで，

新しい文様や割れた断面を見つけて頂きたい。自分

の進む道は，割れた断面や擦れた表面の数だけある

と考えています。人の世に道は一つということはな

い，是非，自分の道を見つけて頑張って頂きたい。」

とエールを送られました。

　最後に，2021年４月からは，愛知医科大学メディ

カルセンターの初代院長として就任されますが，今

まで関わってこられた多くの皆さまへの感謝の意を

表され，講義を終えられました。

定年退職教授最終講義
　今年３月で定年を迎えられた３名の教授の最終講義が大学本館たちばなホールにおいて行われました。

　長年にわたり本学の発展に多大なる貢献をして頂き，また，本学の医学教育に対しご尽力くださいました先

生方の最終講義には，学内外から多数の方が聴講に訪れました。ここに，先生方の最終講義の様子についてご

紹介致します。
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救命救急科

武 山 直 志 　教授　２月19日（金）

【救急医学の歴史と歩んだ40年】

　武山直志教授は，平成17年４月に本学にご着任以

来，救急，集中治療分野の臨床指導に加え，医学部

学生，研修医に対する教育，大学院生の研究指導を

中心に，大変な熱意を持って診療，教育・研究指導

に当たってこられました。

　また，日本内科学会，日本救急医学会，日本熱傷

学会指導医・専門医として活躍されたほか，多くの

学会で評議員も務めてこられました。

　一方で，平成27年10月から本院高度救命救急セン

ター長，平成28年７月からは，副院長を務められ，

救急医療を中心に地域医療の充実，発展に尽力され

ました。

　最終講義では，地球温暖化のお話に始まり，日本

における救急医療の歴史，大学にできた新しい部署

である救命救急センターに魅力を感じ入局されたこ

と，学内で認めてもらうためには，臨床・研究・教

育の全ての実績が必要であったが，そのどれも実績

がなく，ゼロからのスタートで大変ご苦労されたこ

と，続いて，長年にわたって研究されてこられたア

ポトーシスやミトコンドリア膜透過性亢進，侵襲制

御や炎症制御の研究について紹介されました。他に

も，COVID-19の病態や最近の考え方について，多

くの資料・データや写真を提示して詳しく講義をし

てくださいました。これは，先生が積み上げてこら

れた業績を伺い知ることができる興味深いものでし

た。

　2021年４月からは，特命教授として高度救命救急

センターの診療部長として在職されますが，講義の

最後に，今まで関わってこられた多くの皆さまへの

感謝の意を表され，講義を締めくくられました。
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内科学講座（糖尿病内科）

中 村 二 郎 　教授　３月２日（火）

【糖尿病性合併症： 

 その深遠なる課題とともに歩んだ40年】

　中村二郎教授は，平成23年５月にご着任依頼，診

療，医学部学生及び研修医の教育，臨床研究の指導

を中心に，大変な熱意を持って診療，教育・研究指導

に当たってこられました。また，教授として，本院糖

尿病診療を牽引するとともに，講座人員の充実にも

注力され，全国屈指の内科学講座（糖尿病内科）を

築き上げ，本学の発展に多大なる貢献をされました。

　一方，平成30年４月から平成31年３月まで本院副

院長並びに医療連携センター長を務められ，本院と

地域医療機関との連携強化にご尽力されました。

　最終講義では，先生が糖尿病を専門とする決断を

するに至った恩師との出会いの話に始まり，長年に

わたって従事された，糖尿病性合併症，糖尿病性神

経障害の成因解明と治療法の確立に関する基礎的及

び臨床的研究を始め，糖尿病臨床全般に関する様々

な研究内容について，数多くのデータや写真を使っ

て，講義してくださいました。これは，糖尿病医と

して歩んでこられた40年間と，本学及び内科学講座

（糖尿病内科）の発展に大きく貢献された業績を伺

い知ることができる興味深いものでした。

　また，これまでの基礎研究の実績として，糖尿病

性神経障害に対する再生医療の研究が紹介され，我

が国のみならず世界的にも，神経障害の研究者が少

なくなっている中で，先生は，神経障害にこだわっ

て研究を続けていきたいと考えておられること，今

後は，「糖尿病患者が食べたいものを食べ，飲みた

いものを飲み，歌い踊れるようになる。」という糖

尿病学の夢の実現に向けて，これからも進み続けた

いと決意を新たにされていました。

　2021年４月からは，先進糖尿病治療学寄附講座の

教授として引き続き本学に在職されますが，講義の

最後に，これまで関わりのあった方々への感謝の言

葉をもって講義を締めくくられました。
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定年退職のごあいさつ

　令和３年３月末をもちまして退職致します。平成

23年５月，新設されました糖尿病センターの教授と

してたった一人で着任してからの約10年間，糖尿病

の診療・研究・教育に充実した時間を過ごさせて頂

きました。国内屈指の糖尿病内科教室へと発展させ

ることができたと自負しておりますが，これも偏に

学内の皆さまのご支援があったからこそであり，心

より御礼を申し上げます。

　また，愛知医科大学全体への貢献という点では，

十分なことはできませんでしたが，セーフティーマ

ネージャー会議議長，インシデント専門委員会委員

長及び医療連携センター長を務めさせて頂き，これ

まであまり関心のなかった領域を担当させて頂いた

ことは，貴重な経験となりました。

　４月以降は，「先進糖尿病治療学寄附講座」を開

設させて頂き，あとしばらく本学に籍を置かせて頂

きますので，愛知医科大学の発展に微力ながら貢献

できればと考えております。今後とも，ご指導・ご

鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

中村　二郎　先生

（内科学講座（糖尿病内科）

・教授）

新しい自分を見つけ磨くための愛知医科大学に

しよう

　愛知医科大学に奉職して18年になります。「18年

間もよく教授として使ってもらったな。」という思

いであり，本学には本当に感謝しています。教授に

なって「たくさん手術ができるぞ。」と喜んだのを

覚えています。しかし，現実はそんなに甘くはなく，

18年経ってようやく愛知県４大学の一角に食い込む

程度にしかできなかったことは反省しています。今

後，後輩の活躍で更に発展させて頂けることを期待

しております。

　一方，本学での臨床以外の仕事は色々なことが経

験できたと思っています。初めての病院機能評価，

医療安全管理のインシデント専門委員長，新病院建

設副委員長，病院経営企画室長，病院長，経営戦略

推進室副室長，副学長と挙げればきりがありません

が，いずれも自分の新しい一面を見つける良い機会

だったと思っています。

　大学・病院の仕事は大変な面もありますが，余計

な仕事と思わずに，是非，自分の新しい面を見つけ

磨く機会だと考えて，積極的に活用して頂けること

を願っています。

　これからの愛知医科大学の躍進を願っています。

長い間ありがとうございました。

羽生田　正行　先生

（外科学講座（呼吸器外科）

・教授）

　長年にわたり本学に勤務され，本年３月31日をもって定年退職又は期間満了退職された方々から寄せられた

メッセージをご紹介します。

　なお，定年退職後も再雇用等により本学にご尽力頂ける方もみえますので，引き続きのご活躍をご期待致し

ます。

―退職を迎えて―
“長年の勤務お疲れ様でした”
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退任のごあいさつ

　令和３年３月末をもちまして愛知科大学を退任す

ることになりました。本学に初めて赴任したのは平

成17年４月で，野口宏教授のもと，平成22年３月ま

で助教授を務めさせて頂きました。その後一時期，

他学に異動し，平成27年７月，再び愛知医科大学に

赴任し，合計10年余り奉職させて頂きました。その

間，関連診療科の多くの先生方のご協力を得て，ま

た有能な医局員にも恵まれ，本院における救急体制

の充実及び高度医療を確立させることができまし

た。また，高度救命救急センター長，尾張東部メディ

カルコントロール会長として長久手地域における救

急医療の発展を進めることができました。

　昨年来，世界中を震撼させ，私共の生活を一変さ

せている，新型コロナウイルス感染症パンデミック

に対し，地域における救急医療の最後の砦としての

高度救命救急センターの役割を果たすために，病院・

大学職員が一丸となり対処して頂いていることに改

めて御礼を申し上げます。

　本学のこれまでのご支援に深く感謝をするととも

に，更なる発展を祈念致します。

武山　直志　先生

（救命救急科・教授）

　毎日の教育，研究，診療に従事しているうちに，

定年を迎えることになりました。愛知医大での16年

間は，あっという間に過ぎました。スタッフの皆さ

まのご助力に深謝致します。どうもありがとうござ

いました。

岩瀬　敏　さん

（生理学講座・教授（特任））

　42年間の長きにわたり勤務を続けられたのは，多

くの皆さまの支えがあったからであり，心より感謝

申し上げます。今後，愛知医科大学の更なる発展を

祈念致します。

浅井　久弘　さん

（病院事務部・主事（再任用））

　27年間色々ありましたが，良きスタッフに恵まれ

無事定年を迎えることができました。皆さまに感謝

致します。４月からは再雇用で働きますので，よろ

しくお願いします。ありがとうございました。

粟津　典子　さん

（看護部・看護補助員）

　愛知医科大学病院に就職し，40年間働かせて頂き

無事定年を迎えることができました。これも一重に

皆さまのご支援あってのものと心から感謝致しま

す。本当にありがとうございました。今後の愛知医

科大学の更なる発展をお祈り申し上げます。

神原　和代　さん

（看護部・副部長）
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　多くの方に支えられ，家内の手弁当に支えられ再

雇用期間を含め42年間勤めることができました。あ

りがとうございました。愛知医科大学の更なる発展

を祈念しております。

近藤　直也　さん

（医療情報管理課・主事（再任用））

　多くの方から長年ご指導・ご支援を頂き，無事定

年を迎えることができました。また，再雇用として

勤めることとなり嬉しく思っております。皆さまに

心より感謝，御礼申し上げます。

中條　孝弘　さん

（医事管理部・部長）

　良き職場とスタッフに恵まれ，36年間勤めて無事

定年を迎え，また，再雇用で働けることとなりまし

た。皆さまに感謝し御礼申し上げます。
中山　里美　さん

（看護部・看護師）

（五十音順，希望者のみ掲載）

　本院では，令和３年３月12日（金）から，医心館

１階を会場として，医療従事者向け新型コロナウイ

ルスワクチン接種が開始されました。

　ワクチン接種を開始するにあたり，接種会場の選

定，接種会場内の感染防止対策，円滑な接種体制構

築及びアナフィラキシー症状発生時の対応体制等に

ついて，事前に関係部署及び多職種が複数回協議を

重ね実施方法を決定しました。また，基本型接種施

設として国から超低温フリーザー，新型コロナウイ

ルスワクチン及び関連消耗品の供給を受けてワクチ

ン接種を実施しています。

　今回のワクチン接種にあたっては，事前のワクチ

ン調製から始まり，会場での受付，問診，ワクチン

接種，経過観察と医師，看護師，薬剤師及び事務職

員の連携が必要不可欠な事業であり，院内の多職種

連携・協力の下，順調に接種が進められています。

　医療従事者のワクチン接種を完了させ，一般市民の

皆さまに安心・安全な医療の提供に努めて参ります。

医療従事者向け新型コロナウイルスワクチン接種開始

受付の様子
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　新規採用医師ガイダンスが，令和３年４月１日

（木）に新規採用医師，帰局医師及び新規採用臨床

研修医（計99名）を対象に開催されました。今年度

のガイダンスは，新型コロナウイルス感染症拡大防

止対策として，会場を二会場とし，講義内容は事前

に撮影した映像を視聴する形式としました。

　このガイダンスは，平成22年度から医療安全を始

めとする主な院内ルールの周知徹底を目的に開催し

ており，道勇学病院長から「病院の概要及び経営方

針」の説明や新規採用医師に対するメッセージがあ

り，各部門の責任者から院内主要部署の業務内容，

救急医療体制，医療安全管理，感染予防対策，プラ

イマリケアセンターの役割についてのガイダンスが

行われました。ガイダンスの内容は，日常の診療に

直ちに反映されるものばかりであり，参加した医師

は真剣な表情で受講していました。

　今後，年度途中に採用された医師については，今

回と同様に映像視聴により，ガイダンスに充てるこ

ととしています。

　令和３年４月１日（木）～８日（木）まで，新規

採用研修医29名及び研修歯科医３名を対象に，本院

における臨床研修に必要な基本的な事項についての

「臨床研修医ガイダンス」が開催されました。

　ガイダンスは，中野正吾卒後臨床研修センター長，

専任教員・髙橋美裕希副センター長から，医師とし

ての心構え等についての講話から始まりました。

　続いて，電子カルテの操作方法講習やBLS（一次

救命処置）講習において，質問への応対や助言，手

助けなど，常に先輩の医師が後輩の医師に対応する，

いわゆる「屋根瓦方式」の研修が行われました。

　このガイダンスの内容は，臨床研修医にとって将

来必ず役立つものと期待されます。

新規採用医師ガイダンス開催

臨床研修医ガイダンス開催
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　令和３年３月15日（月）午後５時30分から，大学

本館711特別講義室において，卒後臨床研修修了証

授与式が挙行されました。【写真】

　式は，藤原祥裕病院長を始め，祖父江元学長，若

槻明彦医学部長，中野正吾卒後臨床研修センター長

及び副センター長等が出席の中，整然と且つ厳かに

執り行われました。

　始めに中野センター長から，医科及び歯科それぞ

れの代表１名に修了証が手渡されました。引き続き

中野センター長から「初期研修医を修了した君たち

は今後一人前の医師として扱われ，責任を負うこと

となります。今まで以上に，患者さんファーストそ

して患者さんから学ぶという姿勢を忘れないでほし

い。誠実な姿勢は必ず誰かが見ており，そして評価

をしてくれます。」との告辞があり，その後各出席

者から祝辞がありました。

　今回修了した30名（研修医27名，研修歯科医３名）

のうち研修医24名，研修歯科医１名が本院の医師と

して，専門医や学位取得を目指すことになります。

本院での臨床研修の経験を生かし，より一層精進さ

れることが期待されます。

　令和３年３月８日（月）午前10時から病院長室にお

いて，令和２年度ASGN（Aichi Medical University 

Hospital Super General Nurse）のクリニカルラダー

認定証交付式が執り行われました。

　ASGNは，看護部キャリア開発システムにおいて

ジェネラリストレベルⅤ（特定の看護分野に関わら

ず，どの対象者に対してもその場に応じた知識・技

術・能力を発揮できる者）の実践能力を設定された

看護師です。今回，新たに１名（髙栁佳弘看護師）

が認定され，藤原祥裕病院長から認定証が手渡され，

ASGNに対する病院の期待を述べられました。

　今後は臨床教育者（Clinical Educator）として，

部署の指導，医学生や看護学生の臨地実習指導，院

内認定制度Educator研修（静脈注射，膀胱留置カ

テーテル管理，化学療法管理）のインストラクター

として，院内研修の企画に携わっていきます。臨床

教育者としての活動に期待します。

卒後臨床研修修了証授与式挙行

ASGN・クリニカルラダー認定証交付式挙行

藤原病院長，井上看護部長，副部長との記念撮影
（中央：髙栁さん）
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　令和３年２月25日（木）大学本館たちばなホール

において，若葉ナース卒業式が挙行されました。今

年度はコロナ禍における感染対策として出席者を若

葉ナースと新人教育担当者のみに限定し２回に分け

て行いました。

　また，部署では卒業を迎えた若葉ナースと指導を

した看護師，責任者とともに１年間を振り返り，若

葉ナースの成長をともに喜び分かち合いました。今

年度は部署から成長のお祝いと労いをメッセージス

ライドとして映し，温かい卒業式となりました。

　この式は，今年度で11回目となり，本院に入職し

た新卒看護職員が１年間を振り返るとともに，指導

に携わった全ての先輩と互いに成長を祝う会となっ

ています。国家試験を取得し，初めて本院に入職し

た新卒看護職員を「若葉ナース」と呼び，名札には

初心者マークを付けて看護実践に携わっています

が，この卒業式をもって初心者マークから卒業しま

した。

　式では井上里恵看護部長から新しい名札とともに

若葉ナースコース研修を終えた初めてのクリニカル

ラダー（JNAラダー統合版）Ⅰ認定証が手渡され，

新人教育担当者には労いの言葉が掛けられました。

　令和３年３月25日（木）午後３時から，大学本館

711特別講義室において，看護師特定行為研修修了

証授与式が挙行されました。

　本院で，指定研修機関として厚生労働省の認可を

受け，令和２年度から看護師特定行為研修のクリ

ティカル領域を開講しました。初年度は院内の看護

師20名が，eラーニング講義，演習，修了テスト，

臨床能力試験（OSCE），病院実習を経て修了しま

した。

　式では，看護師特定行為研修管理委員会委員長の

井上里恵看護部長から修了証が手渡されました。特

定行為研修を修了した看護師は，医師とあらかじめ

治療方針の確認を行い，患者さんの状態を見極め，

手順書によって特定行為を実施することができます。

　患者さんの状態に合わせ，必要な医療行為をタイ

ムリーに行うことで，安心して満足して頂ける医療・

看護が提供できることを目指していきます。

若葉ナース卒業式挙行

成長のお祝いと労いメッセージ

看護師特定行為研修修了証授与式挙行

藤原病院長，井上看護部長らと記念撮影
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　令和３年４月13日（火）午後３時から，大学本館

701会議室において，看護師特定行為研修開講式が

挙行されました。

　本院は，令和２年度から看護師特定行為研修の指

定研修機関として厚生労働省の認可を受け，クリ

ティカル領域を開講しています。令和３年度は，創

傷管理領域を追加開講し，院外からも受講生を受け

入れ，クリティカル領域14名，創傷管理領域３名が

開講式に出席しました。

　式では，道勇学病院長から激励され，看護師特定

行為研修管理委員会委員長の井上里恵看護部長から

は受講生に対する期待と病院の役割を伝えられまし

た。受講生は，高度かつ専門的な知識と技能を身に

つけることに対して，気持ちを新たに取り組んでい

く様子がうかがえました。

　本院の看護師特定行為研修は，医師，診療看護師，

特定行為研修修了者が指導者となり，患者さんに医

療行為をタイムリーに行うことができる人材を育成

していきます。

　臨床研修病院においては，全職員を対象とした保

険診療に関する講習が，年２回以上実施されること

が必須とされており，令和２年度第２回保険診療に

関する講習会が，令和３年３月９日（火）午後５時

30分から大学本館たちばなホールにおいて開催され

ました。

　講習会のテーマは，「新型コロナウイルス感染症

に関連する臨時的な診療報酬のまとめ」と題し，株

式会社ソラストの坂井田晃氏から解説して頂きまし

た。令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴

い，臨時・特例措置が多数発出されました。今回は

各項目に分けて臨時的な診療報酬の解説をして頂

き，新たな加算として令和３年４月１日以降，感染

予防策を講じている医療機関には，現行の初診・再

診料に加えて加算点数が付きます。診療報酬の取り

扱いが不定期に変更されるため，変更の都度通知を

確認し，漏れがないよう算定を行っていくことが重

要であると再認識することができました。

　当日は，新型コロナウイルス感染対策の一環とし

て，講演時間の短縮，出席者全員のマスク着用，座

席間隔を空けるなどの感染対策を講じ，医師，メディ

カルスタッフ及び事務職員など幅広い職種から138

名の参加がありました。

看護師特定行為研修開講式挙行

道勇病院長からの激励

挨拶する井上看護部長

令和２年度第２回保険診療に関する講習会開催 
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　令和３年３月25日（木）に愛知医科大学メディカ

ルクリニック消防計画に基づき，防災訓練が実施さ

れました。新型コロナウイルスの影響により，従来

どおりの人が動く形式の訓練ではなく，初の試みと

して机上訓練を実施しました。【写真】

　訓練内容を火災が発生した場合に絞り，名古屋市

東消防署からアドバイスを頂きながら，医師，臨床

検査技師，薬剤師，診療放射線技師，看護師，事務

により５回にわたり打合せを行い，「診察室６で出

火があった場合」及び「地下の機械室で出火があっ

た場合」の二つのケースについて対応フローを作成

しました。

　訓練当日は，事例が発生した場合，実際に誰がど

のように行動するのか，フローに則り動作確認をし

ました。また，メディカルクリニックが入っている

マンション（東桜スカイハイツ）の住民代表の方に

も参加して頂きました。

　火災発生時に職員が適切で円滑な対応ができるよ

う，今後もより一層実用性のある訓練の実施に努め

て参ります。

　医学部病理学講座の笠井謙次教授及び伊藤秀明講

師が，令和２年12月に実施された日本病理学会によ

る「第１回分子病理専門医試験」に合格し，専門医

登録をされました。

　この分子病理専門医というのは，本邦のがんゲノ

ム医療推進のため新たに創設された専門医制度で

す。令和元年６月に保険収載された遺伝子パネル検

査を用いたがんゲノム医療では，専門家会議（エキ

スパートパネル）等での遺伝子診断・治療法決定が

必須となっています。分子病理専門医は，この専門

家会議において病理診断学とともにがん遺伝学，分

子生物学の卓越した知識のもと助言等が可能な能力

の優れた専門医を育成する為に創設されました。

　分子病理専門医は，病理専門医の中から，がんゲ

ノム医療の臨床実地を行い，専門講習を受講し，筆

記試験に合格した者に対し認定されるものであり，

今回は第１回目として261名が受験し220名が合格

（合格率84%）しています。グランドファーザーズ

ルール適応者を加えた計232名が第１回の分子病理

専門医として登録されました。

　笠井教授及び伊藤講師から「今後は本学のがんゲ

ノム医療の益々の推進に寄与したいと考えていま

す。今回の受験に際しご指導・ご配慮頂いた臨床腫

瘍センター三嶋秀行教授，久保昭仁教授（特任）を

始めスタッフの皆さま，病理診断科の都築豊徳教授

に感謝申し上げます。」との感想がありました。

メディカルクリニック防災訓練実施

病理学講座　笠井教授，伊藤講師
第１回分子病理専門医試験合格

認定証を手に伊藤講師と笠井教授
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　医学部内科学講座（肝胆膵
内科）の伊藤清顕教授（特任）

【写真】，奥村彰規特別研究助
教らの研究グループは，広島
国際大学薬学部及び国立感染
症研究所との共同研究で，Ｂ
型肝炎ウイルス（HBV）に
結合して肝臓への感染を防御

する新たな抗ウイルス作用を持つ特定の胆汁酸誘導
体を発見しました。
　HBVの持続感染者は，世界で２億６千万人とも
言われ，現在も拡大し続けています。国内では人口
の１％程度（100万人～ 130万人）が持続感染して
いると推定されており，肝硬変や肝臓がんの原因に
なります。現在Ｂ型肝炎の治療に使用されている薬
剤は，副作用の問題があることや，肝臓からHBV
を完全に排除することができないという点から新し
い作用を持つ抗HBV剤の開発が期待されています。
今回，伊藤教授（特任）の研究グループは，この胆
汁酸誘導体の経口投与によりHBVの感染が阻害さ
れることを動物実験で明らかにされました。本研究
は，日本医療研究開発機構（AMED）・肝炎等克服
実用化研究事業・Ｂ型肝炎創薬実用化等研究事業「胆
汁酸代謝調節機構を標的としたＢ型肝炎ウイルス制
御」（研究開発代表者 伊藤清顕）の支援を受けてい
ます。
　また，研究成果が，2021年１月12日（米国時間）
の「Hepatology誌」に掲載されました。
論文タイトル：Dual Agonist of Farnesoid X Receptor 
and G Protein-coupled Receptor TGR5 Inhibits 
Hepatitis B Virus Infection in Vitro and in Vivo

（FXRとTGR5のデュアルアゴニストはin  vitro及び
in vivoでB型肝炎ウイルス感染を抑制した。）
　研究の代表者である伊藤教授（特任）から「今回，
我々はＢ型肝炎ウイルス（HBV）に対して胆汁酸
の代謝調節機構に着目するという全く新たな発想か
ら，Ｂ型肝炎に対する新しい飲み薬の開発に繋がる
発見をしました。2012年にHBVは肝細胞膜上の胆
汁酸の輸送体となるナトリウム依存性胆汁酸輸送担
体（NTCP）というトランスポーターに結合してウ
イルスに感染するということが明らかになりまし
た。我々は，NTCPが胆汁酸の輸送体であることに

注目し，当科の米田政志教授から『胆汁酸により核
内受容体を刺激すれば，NTCPが抑えられHBVの感
染を抑制できるかもしれない。』というアドバイス
を頂き，様々な胆汁酸の抗HBV作用を試してきま
した。その結果，HBVの感染を強く抑える胆汁酸
の一種を発見することができました。我々は，胆汁
酸がNTCPを利用して肝細胞内に取り込まれるた
め，今回発見した胆汁酸がNTCPに作用してHBVと
の結合を阻害するものと予想していたのですが，研
究を進めていくうちにこの胆汁酸は予想に反して主
にHBVに結合して感染を阻害するということをつ
きとめました（図）。この作用を利用して，ヒトの
肝細胞を移植したキメラマウスにおいてHBVの感
染実験を行ったところ，この胆汁酸がHBVの感染
を強力に阻害することを確認できました。胆汁酸は
およそ95％が小腸で吸収されて肝臓に運ばれますの
で，胆汁酸を薬剤として利用するということは肝臓
に感染する HBVに対してこれまでにないタイプの
有効な飲み薬になることが期待できます。
　最近では，Ｃ型肝炎ウイルス（HCV）に対して
内服薬を８週間投与することで95％以上の患者さん
でウイルスを完全に排除することができるようにな
り，Ｃ型肝炎に対しては将来の撲滅が見えてきまし
た。一方で，HBVは肝細胞の核の中に侵入して増
殖するため，肝臓から完全に排除することは難しい
と考えられています。私が担当しているウイルス性
肝炎の専門外来でも多くの患者さんから『Ｂ型肝炎
も早く完全に治る薬を開発してほしい。』という希
望が寄せられています。今回の我々の発見はHBV
の排除を可能にする薬剤の開発に繋がる可能性があ
ります。これからもまだまだ研究を進める必要があ
りますが，将来多くの患者さんの治療に役立つよう
になることを期待しています。」との感想がありま
した。

内科学講座（肝胆膵内科）　伊藤清顕教授（特任）の研究グループ
Ｂ型肝炎の感染を妨げる物質の発見
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太　田　明　伸
（生化学講座・講師）

研修課題： 新型コロナウイルスに対する自然免疫 
応答と抗ウイルス作用の解析

研 修 先：ワシントン大学（米国・シアトル）
研修期間：令和元年８月26日～令和３年１月18日

　この度，本学の海外研修派遣制度からのご支援を
頂き，ワシントン大学（University of Washington）
の免疫学講座において，１年５か月間の研究活動を
行いました。1861年に創設されたワシントン大学は，
米国西海岸で最も古く，学部学生数が30,000人を超
える総合州立大学です。７名のノーベル賞受賞者（教
授４名・卒業生３名）を輩出する一方で，卒業生に
はブルース・リーやボブ・サップの名もあります。
キャンパスには，荘厳なゴシック建築のスザロ図書
館などの歴史的建造物が併設され，国際色豊かな学
生とともに学びの場が醸成されています。メイン
キャンパスから南へ車で10分のダウンタウンには，
シアトル・マリナーズの本拠地であるTモバイル
パーク，スターバックス１号店のあるパイクプレイ
ス・マーケットがあり，その北側のサウスレイクユ
ニオン地区には，近年成長著しいAmazonの本社や
医学部研究所などが立ち並びます。私は，シアトル
の東隣にあるBellevue（ベルビュー）に居を構え，
バスと徒歩で１時間ほどかけて通勤していました。
ベルビューには，小中高生が通う日本語補習校があ
り，ワシントン州の中でも日本人が多く住んでいる
エリアとなっています。
　私が師事したMichael Gale Jr.教授は，RNAウイ
ルスが自然免疫応答を活性化するメカニズムを解析
し，その分子メカニズムを応用したワクチン・アジュ
バント・治療薬の開発に取り組んでいます。私は，
Gale研究室において新型コロナウイルスに対する自
然免疫応答の活性化と抗ウイルス作用の解析を行い
ました。
　ウイルスは，標的となる細胞に感染し，その細胞
の助けによって複製します。細胞に侵入したウイル
スは，自らがもつDNA（又はRNA）を細胞内に放
出しますが，この時にウイルスを感知する分子（パ
ターン認識受容体：PRR）がウイルスDNA（又は
RNA）を捕まえると，ウイルスを退治するシグナ
ルが次々と活性化します。ウイルスは，PRRを介し
た活性化に抵抗することもあります。自然免疫は，
マクロファージやナチュラルキラー細胞だけのもの
と思われがちですが，気管支・肺など組織の内腔に

ある多くの上皮細胞にもその仕組みは備わってお
り，生体防御の最前線にある重要な免疫機構です。
　自然免疫が活性化すると，「インターフェロン」
と呼ばれるタンパク質が増えて，ウイルスの分解が
促されます。しかし，過剰な自然免疫応答は組織障
害につながることもあります。自然免疫は，言わば

「もろ刃の剣」となり得る免疫機構です。一方，リ
ンパ球の活性化による抗体産生は「獲得免疫」と呼
ばれ，抗体はウイルスの侵入を防ぎます。ワクチン
投与は，感染制御に有効な抗体を作り出します。
　感染力を保持した新型コロナウイルスを用いた解
析には，バイオセーフティレベル３（BSL3）の施
設が必要です。BSL3トレーニングを受講後，私は
新型コロナウイルスをヒト呼吸器細胞に感染させ，
活性化シグナルを分子レベルで解析し，抗ウイルス
作用の発現に重要な経路を見出しました。帰国後も，
Gale教授とオンライン会議を続けており，国際的な
研究体制の構築につながることを期待しています。
　最後に，貴重な海外研修の機会とサポートを頂き
ました生化学講座のスタッフ及び愛知医科大学の関
係者の皆さま方に深謝致します。ありがとうござい
ました。

　本学では，教育，研究活動等の向上に寄与するため，教員の海外研修派遣を実施しています。この度，医学
部生化学講座の太田明伸講師が海外研修へ参加されましたので，その研修記をご紹介します。 

海外研修派遣研修記

実験室での一コマ

休日には近郊のトレイルを散策
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　学是「具眼考究」を踏まえたSD（スタッフ・ディ

ベロップメント）実施に関する基本方針のもと，事

務部門では，「具眼」にあたる具体的な取り組みと

して，業務遂行に必要な知識習得に積極的に取り組

んでいます。2020年４月～ 2021年３月までに，計

12名の事務職員が，各担当業務に直結する資格・検

定を受験し合格しました。習得した知識・技能を業

務へ活かして頂き，更なる自己研鑽によるステップ

アップが期待されます。

事務職員資格取得

医療経営士３級 研 究 支 援 課　小栗 徹也主査（2020.11.18）
地域医療連携課　稲葉 茂主査（2020.11.18）

情報セキュリティマネジメント試験 総合学術情報センター事務室　山辺 康夫担当課長（2021.1.28）

ビジネス実務法務検定試験３級 管 財 ・ 契 約 室　浅井 敏孝主査（2020.12.6）
総 務 ・ 秘 書 室　川邉 健太主事（2020.12.6）

ビジネス文書技能検定試験２級 管 財 ・ 契 約 室　江村 敦史主査（2020.11.29）
管 財 ・ 契 約 室　桂川 貴晃主事（2020.11.29）

ビジネス文書技能検定試験３級 学 生 課　高橋 佑太主事（2020.11.29）
Photoshopクリエイター能力認定試験 教 学 課　野々 健太主事（2021.1.30）
Microsoft Office Specialist Office Word 2016 医 事 課　伊藤 友一主事（2020.10.25）

Microsoft Office Specialist Office Excel 2016 医 事 課　伊藤 友一主事（2020.6.22）
医 事 課　那須 彩花主事（2021.3.27）

Microsoft Office Specialist Office Word 365&2019 総合物流センター事務室　加藤 佑輝主事（2021.2.13）

※資格取得当時の所属・役職を記載
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研究種目 申請件数（件） 申請金額（千円）
新学術領域研究（研究領域提案型）   3   9,500
基盤研究（Ｂ）（一般）  14 102,602
基盤研究（Ｃ）（一般） 129 220,716
挑戦的研究（開拓）   1   7,000
挑戦的研究（萌芽）   5  14,015
若手研究  48  76,957
学術変革領域研究（Ａ）（公募研究）   2   6,000
学術変革領域研究（Ｂ）（計画研究）   2  30,000

合計 204 466,790
※2021年度分の申請金額（2021年４月１日時点）

◇公益財団法人加藤記念バイオサイエンス振興財団 
加藤記念研究助成
・氏　　名　　池上啓介（生理学講座・講師）
 研究題目　　 眼房水の産生排出によって眼圧概

日リズムを統御する仕組みの解明
 助成金額　　2,000,000円

◇一般社団法人日本がん看護学会 
がん看護研究助成
・氏　　名　　中村正子（看護学部・講師）
 研究題目　　 緩和ケアに関心を持つ看護師やリ

ンクナースへの緩和ケアを腫瘍学
に統合（Integration）した教育プ
ログラム構築への課題検討

 助成金額　　300,000円

◇公益財団法人ノバルティス科学振興財団 
ノバルティス研究奨励金
・氏　　名　　武内恒成（生物学・教授）
 研究題目　　 AIモーションキャプチャーによ

る中枢神経損傷後生理機能回復-
シナプスコネクターと再生阻害因
子制御を利用した脊髄損傷後超回
復モデル-

助成金額　　1,000,000円

◇公益財団法人市原国際奨学財団　研究助成
・氏　　名　　髙村祥子（感染・免疫学講座・教授）
 研究題目　　 肝細胞の生存・死滅を左右する

Toll-like Receptor（TLR）応答の
関与と決定因子の同定

 助成金額　　500,000円
・氏　　名　　林寿来（生理学講座・講師）
 研究題目　　 網膜色素上皮細胞のバリア障害の

メカニズムの解明と制御機構の開
発

 助成金額　　500,000円

◇公益財団法人高橋産業経済研究財団　助成金
・氏　　名　　小西裕之（生化学講座・教授（特任））
 研究題目　　 医療応用を指向する安全で高精度

な新規ゲノム編集法 tandem 
paired nicking 法の開発研究

 助成金額　　2,000,000円

◇公益財団法人喫煙科学研究財団 
研究助成（若手研究）
・氏　　名　　山村彩（生理学講座・講師）
 研究題目　　 低酸素肺血管障害からアプローチ

する慢性呼吸器疾患の分子機構の
解明

 助成金額　　1,500,000円

学　術　振　興

2021年度科学研究費助成事業申請状況

研究助成等採択者
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◆大学院医学研究科

茂木　幹雄

学位授与番号　甲第579号

学位授与年月日　令和３年２月４日

論文題目：「Deficiency of glucagon 

gene-derived peptides induces peripheral 

polyneuropathy in mice（マウス末梢神経系におけ

るグルカゴン遺伝子由来ペプチドの生理的役割の解

明）」

岩田　英紘

学位授与番号　甲第580号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「UroVysion® predicts 

i n t r a v e s i c a l  r e c u r r e n c e  a f t e r  r a d i c a l 

nephroureterectomy for urothelial carcinoma of 

the upper urinary tract: a prospective study

（UroVysion®は上部尿路上皮癌に対する腎尿管全摘

出術後の膀胱内再発を予測する：前向き研究）」

小川　高生

学位授与番号　甲第581号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Hea r i ng - impa i r e d 

elderly people have smaller social networks: A  

population-based aging study（難聴高齢者は社会

的ネットワークのサイズが小さい。地域在住高齢者 

における検討）」

加藤　　誠

学位授与番号　甲第582号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Secreted Factors from 

Stem Cells of Human Exfoliated Deciduous Teeth 

Directly Activate Endothelial Cells to Promote All 

Processes of Angiogenesis（ヒト乳歯歯髄幹細胞由

来の分泌因子は，血管内皮細胞を直接活性化し血管

新生のすべての過程を促進する）」

金杉　　丈

学位授与番号　甲第583号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「 B i a l l e l i c  l o s s  o f 

FAM46C triggers tumor growth with concomitant 

activation of Akt signaling in multiple myeloma 

cells（FAM46C両アレル欠失は骨髄腫細胞の増殖

亢進PI3K-AKT経路活性化を引き起こす）」

畔柳　佳幸

学位授与番号　甲第584号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Ef fec t iveness  and 

nephrotoxicity of a 2-year medium dose of 

cyclosporine in pediatric patients with steroid-

dependent nephrotic syndrome: determination of 

the need for follow-up kidney biopsy（小児ステロ

イド依存性ネフローゼ症候群における中等量シクロ

スポリン投与の有効性と腎毒性の検討：フォロー

アップ腎生検は必要なのか？）」

学　位　授　与
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小暮　　望

学位授与番号　甲第585号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「 T r e a t m e n t  a n d 

Healthcare Cost Among Patients with Hip or Knee 

Osteoarthritis: A Cross-sectional Study Using a 

Real-world Claims Database in Japan Between 

2013 and 2019（変形性股関節症または変形性膝関

節症患者における治療と医療費：2013年から2019年

までの日本におけるレセプトデータベースを用いた

横断的研究）」

杉江　美穂

学位授与番号　甲第586号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Presence of Corpora 

Amylacea Among Prostate Cancer Cells: An 

Unrecognized Feature of Intraductal Carcinoma of 

the Prostate.（ 癌 腫 内 前 立 腺 石 とIntraductal 

carcinoma of Prostate の関連）」

鈴木　俊昭

学位授与番号　甲第587号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Treatment patterns in 

pancreatic cancer patients based on a hospital 

claims database in Japan（日本の病院請求データ

ベースに基づく膵臓がん患者の治療パターンの研

究）」

露木　琢司

学位授与番号　甲第588号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「 P r e v a l e n c e  a n d 

Cl inicopathological Features of Intest inal 

Perforation Caused by Segmental Absence of the 

Intestinal Musculature in Adults（成人の消化管穿

孔における限局性消化管固有筋層欠損症の頻度と臨

床病理学的特徴）」

中川　哲志

学位授与番号　甲第589号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「In vitro and in vivo 

antibacterial activity of nitrofurantoin against 

clinical isolates of E. coli in Japan and evaluation of 

biological cost of nitrofurantoin resistant strains 

using a mouse urinary tract infection model（本邦

分離の大腸菌に対するニトロフラントインのin 

vitro およびin vivo 薬効の検討とニトロフラントイ

ン耐性菌の生物学的なコスト）」

西尾　佳朋

学位授与番号　甲第590号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Treatment outcome of 

oral appliance in patients with REM-related 

obstructive sleep apnea （REM関連閉塞性睡眠時無

呼吸に対する口腔内装置の治療効果について）」
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松岡　直也

学位授与番号　甲第591号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「The effectiveness and 

safety of computed tomographic peritoneography 

and v ideo -ass i s ted  thorac i c  surgery  for 

hydrothorax in peritoneal dialysis patients: A 

retrospective cohort study in Japan（腹膜透析患

者の横隔膜交通症に対する腹腔内造影CT検査およ

びVATSの効果に関する本邦での多施設後ろ向き研

究）」

ムハマド　モニルル　イスラム

学位授与番号　甲第592号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Inorgan i c  a r s en i c 

administration suppresses human neutrophil 

function in vitro（ヒ素のヒト好中球機能に及ぼす

in vitroの解析）」

ムハンマド　シュリーフ　モヒウディン

学位授与番号　甲第593号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「 G l u c a g o n - L i k e 

Peptide-1 Receptor Agonist Protects Dorsal Root 

Ganglion Neurons against Oxidative Insult（グル

カゴン様ペプチド-1受容体アゴニストは、酸化的傷

害から後根神経節ニューロンを保護する）」

村瀬　陽太

学位授与番号　甲第594号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「The highest Fuhrman 

and WHO/ISUP grade influences the Ki-67 

labeling index of those of grades 1 and 2 in clear 

cell renal cell carcinoma（淡明細胞型腎細胞癌にお

いてFuhman分類及びWHO/ISUP分類による最大

核グレードはGrade 1及びGrade 2のki-67 labeling 

indexに影響を与える）」

近藤　さゆり

学位授与番号　甲第595号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Discovery of novel 

molecular characteristics and cellular biological 

properties in ameloblastoma（エナメル上皮腫にお

ける新しい分子特性と細胞生物学的特性の発見）」

下田　昌弘

学位授与番号　甲第596号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Early-Phase Vascular 

Healing of Bioabsorbable vs. Durable Polymer-

Coated Everolimus-Eluting Stents in Patients With 

ST-Elevation Myocardial Infarction― 2-Week and 

4-Month Analyses With Optical Coherence 

Tomography ―（ST上昇型心筋梗塞患者に留置し

た生体吸収性ポリマーあるいは恒久性ポリマーにお

ける留置２週間後・４か月後のOCTを用いた早期

血管内反応について）」
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後藤　礼司

学位授与番号　甲第597号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Independent predictors 

of discordance between the resting full-cycle ratio 

and fractional flow reserve（安静時フルサイクル

比（RFR）と冠血流予備量比（FFR）の間で不一

致が生じる独立した予測因子の検討）」

内藤　千裕

学位授与番号　甲第598号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Impact of antiplatelet 

therapy on tissue prolapse at super acute phase 

after stenting: serial OCT study in acute coronary 

syndrome patients（急性冠症候群患者におけるス

テント留置後の超急性期のステント内prolapseに対

して抗血小板療法の違いが及ぼす影響：OCTによ

る検討）」

大橋　寛史

学位授与番号　甲第599号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「 D i a g n o s t i c 

Performance of High-Resolution Intravascular 

Ultrasound for the Detection of Plaque Rupture in 

Patients With Acute Coronary Syndrome（急性冠

症候群患者におけるプラーク破裂の検出に関する高

解像度血管内超音波の診断性能）」

齋藤麻耶子

学位授与番号　甲第600号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「Association of maternal 

history of a l lergic features with preterm 

pregnancy outcomes in the Japan Environment 

and Children’s Study（子どもの健康と環境に関す

る全国調査（エコチル調査）における母親のアレル

ギー既往と早産との関連について）」

仲上　祐也

学位授与番号　甲第601号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「 P o t e n t i a l  r o l e  o f 

Howell-Jolly bodies in identifying functional 

hyposplenism: a prospective single-institute study

（機能的脾機能低下症の同定におけるハウエルジョ

リー小体の潜在的役割：前向き単一施設研究）」

奥村　将年

学位授与番号　甲第602号

学位授与年月日　令和３年３月11日

論文題目：「Development of an 

easy-to-use questionnaire assessing critical care 

nursing competence in Japan: A cross-sectional 

study（重症ケア看護コンピテンシーを測定する質

問紙の開発；国内横断研究）」
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櫻田　昂大

学位授与番号　甲第603号

学位授与年月日　令和３年３月11日

論文題目：「Effects of androgenic 

properties of progestin combined with ethinyl 

estradiol on vascular endothelial reactivity, plasma 

lipids, and free radical production in women with 

endometriosis（子宮内膜症患者におけるエストロ

ゲン、プロゲスチン配合剤の男性ホルモン作用が血

管内皮機能、血漿脂質、フリーラジカル産生に及ぼ

す影響）」

加藤　徳子

学位授与番号　甲第604号

学位授与年月日　令和３年３月11日

論文題目：「Immediate response to 

apremilast in pat ients with palmoplantar 

pustulosis: a retrospective pilot study（掌蹠膿疱症

患者におけるアプレミラストの内服効果：後ろ向き

パイロットスタディ）」

菅　　太一

学位授与番号　甲第605号

学位授与年月日　令和３年３月25日

論文題目：「Association of Matrix 

metalloproteinase-2 mRNA expression with 

subtypes of pediatric cholesteatoma（Matrix 

metalloproteinase-2 mRNA発現と小児真珠腫のサ

ブタイプとの関連性）」

山田祐一郎

学位授与番号　甲第606号

学位授与年月日　令和３年３月25日

論文題目：「Alterations of retinal 

th i ckness  measured  by  opt i c  coherence 

tomography correlate with neurophysiological 

measures in diabetic polyneuropathy（光干渉断層

計によって測定された網膜の厚さの変化は、糖尿病

性多発神経障害における神経生理学的変化と相関し

ている）」

堀尾　知弘

学位授与番号　乙第409号

学位授与年月日　令和３年２月４日

論文題目：「 D o n o r  H e m e 

Oxygenase-1 Promoter Gene Polymorphism 

Predicts Survival after Unrelated Bone Marrow 

Transplantation for High-Risk Patients（ドナーの

ヘムオキシゲナーゼ-1プロモーター遺伝子多型は、

高リスク患者の非血縁者間骨髄移植後の生存を予測

する）」

菱田　健作

学位授与番号　乙第410号

学位授与年月日　令和３年２月18日

論文題目：「Effects of Fibroblast 

Growth Factor 2 on Burn Injury and Repair 

Process: Analysis Using a Refined Mouse Model

（熱傷治癒促進機構における線維芽細胞増殖因子- ２

の役割：改変マウスモデルを用いた解析）」
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◆大学院看護学研究科

小岩　大介

学位授与番号　第134号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「診療看護師（NP）の精神

的健康度に関する実態調査－精神的健康度とレジリ

エンス・首尾一貫感覚との関係性検討－」

西尾　光貴

学位授与番号　第135号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「診療看護師（NP）の倫理

的感受性の特徴と体験する倫理的問題の実態調査」

丹羽甲之介

学位授与番号　第136号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「看護師の疼痛に対する

認識と共感性の影響」

広田　遼一

学位授与番号　第137号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「模擬診察における診療

看護師（NP）のコミュニケーション分析 －The Roter 

Method of Interaction Process Analysis System

（RIAS）を用いて－」

三好　梨恵

学位授与番号　第138号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「診療看護師（NP）の自律

性と情動知能の関係性の検討」

脇田　　篤

学位授与番号　第139号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「臨床実践における診療

看護師（NP）との関わりを通して得られる看護師の

認識」

渡部　秀悟

学位授与番号　第140号

学位授与年月日　令和３年３月６日

論文題目：「診療看護師（NP）の役割

獲得に向けたトランジションの様相」

水谷　卓史

学位授与番号　第141号

学位授与年月日　令和３年３月29日

論文題目：「特定機能病院の病棟看

護師に必要な退院支援の役割の認識に関する実態調

査」

小室　聖子

学位授与番号　第142号

学位授与年月日　令和３年３月29日

論文題目：「育児中の男性看護師の

ワーク・ファミリー・コンフリクトの特徴 －育児

中の女性看護師のワーク・ファミリー・コンフリク

トとの比較－」

森本　直樹

学位授与番号　第143号

学位授与年月日　令和３年３月29日

論文題目：「急性期病棟に勤務する

看護師のJob Craftingの傾向と関連する要因につい

ての研究」
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和田　恵子

学位授与番号　第144号

学位授与年月日　令和３年３月29日

論文題目：「地域包括支援センター

保健師の介護予防に必要な地域看護実践能力の実

態」

　第26回日本脳神経外科救急学会は，脳神経外科学

講座の宮地茂教授を会長として，令和３年２月５日

（金）・６日（土）に大学本館４階第１会議室をメイ

ン会場として開催させて頂きました。コロナ禍の中，

それでも当初は会場開催とWeb配信のハイブリッ

ド形式で行うことを目指して準備して参りました

が，年が明けて主要都市に緊急事態宣言が発令され

るにあたり，現地開催は断念せざるをえなくなり，

史上初の完全オンライン開催となりました。機器展

示，懇親会などの企画も不可能となり，かなりコン

パクトな学会となってしまいましたが，それなら中

身だけは充実させようということで，現在直面して

いる社会問題の中で，我々の学会こそが取り組むべ

き課題を主に抽出しました。テーマは，我々の学会

の最終的な目標であり，かつ叫ぶべきスローガンを

そのまま表現しました。

　セッションとして，緊急特別シンポジウム，二つ

の特別シンポジウム，八つのシンポジウム，それに

コメディカルセッションと教育セッションを企画

し，一般演題も広く公募致しました。全部で135演

題（シンポジウム，教育セッション等で84演題，一

般51演題）という，コロナ禍の非常事態においても

多くの演題をお寄せ頂きました。またWeb視聴と

いう馴染みのない形式にもかかわらず，二日間で

335名ものご参加，ご視聴を頂きました。また閉会

後も，オンデマンド配信のセッションの視聴のため

20名ほど新たにご登録頂きました。ご参会，ご支援

頂いた皆さまには，紙面をお借りして厚く御礼申し

上げます。

　この中で，特に特別シンポジウム「救うぞ！運転

者を」においては，高齢者ドライバーの増加に伴い

多発している逆走，踏み間違い，運転者急病などが

原因の交通事故について取り上げました。また安全

装置開発の現状についてトヨタの最新技術をご発表

頂き，医療と工学技術の両面からこの問題について

アプローチする重要性が明らかとなりました。シン

ポジウムの「救うぞ！子供を」では，乳幼児の神経

救急について学べたほか，社会問題となっている小

児虐待を取り上げました。この学会ではこれまであ

第 2 6 回 日 本 脳 神 経 外 科 救 急 学 会

脳神経外科学講座・教授　宮地　　茂

本学講座等の主催による学会等
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まり取り上げられてこなかった脊髄にもスポットを

あて，特に現在最も注目されている脊髄再生療法に

ついて，我が国を代表するエキスパートの３名の先

生から最新の進捗と結果をご講演頂きました。

　また，脳卒中・循環器対策基本法や血栓回収療法

に対する実施医基準が制定され，急性期脳卒中への

対応はこの一年で大きく変化してきました。「救え

る環境をつくるぞ」のセッションでは，働き方改革

による救急医の労働環境の補償や，社会保障制度改

革に伴う医療体制の問題も含めて最新の取り組みが

発表されました。更に，全国消防本部にご協力頂い

たアンケートでは，脳主幹動脈閉塞患者の判別ス

ケールの地域差及び徹底不足や，専門医師の不在に

よる搬送体制の問題などが浮き彫りになり，今後の

課題とされました。

　一方，COVID-19の大感染により，神経救急の現

場でも多大なる負担と制限が課され，医療環境も危

機的状況まで陥っております。この喫緊の重大問題

については緊急特別シンポジウムとして，各施設の

対応法や取り組みについて発表して頂きました。

　文化講演をお願いしたのは，産経新聞の元論説委

員で，作家，ジャーナリストの河合雅司先生です。

名古屋のご出身である河合先生は「未来の年表」な

どのシリーズで人口減少社会の行く末について警鐘

を鳴らしておられますが，医療環境の整備，特に僻

地医療を含む診療体制についても取り組んでいく必

要性をお話し頂きました。

　今回，社会に向けて情報提供をし，メッセージを

発信することで国民に還元していくことも学会の重

要な責務と考え，そのコンセプトに従って企画を構

成しましたが，ある程度のアピールと貢献はできた

のではないかと感じております。テーマのうち，「救

える環境を作るぞ」と，「救うぞ！『運転者』を！」

の二つの特別シンポジウムについては，メディアで

も取り上げられました。

　本会において参会管理，Web配信を完璧に行っ

て頂きました運営スタッフの皆さま，事務局長を始

めとして作業を献身的にサポートしてくれた医局員

の皆に心より感謝致します。

　最後になりましたが，皆さまの今後のご発展とご

健勝を祈念致しますとともに，新型コロナ感染症の

１日でも早い収束を願っております。

プログラム・チラシ

特別シンポジウム2-1セッションの画面
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　慢性腎臓病という概念が提唱され，国民８人に一

人が本疾患に罹患し，国民430人に一人が透析療法

を受けていることがわかり腎臓病の重要性が一層認

識されるようになりました。本院では，腎臓・リウ

マチ膠原病内科において，腎臓病の診断，保存期腎

不全の治療，末期腎不全の血液浄化療法（血液透析，

腹膜透析）を提供してきましたが，早期発見，早期

治療，小児から成人，更に高齢者まですべての年代

の腎疾患に対応する必要性や腎移植療を含む腎代替

療法の充実などを図る必要性が高まり，2016年に総

合的に腎臓病を診ることを主眼として「総合腎臓病

センター」を設立しました。

　単なる血液浄化療法センターではなく，一つの総

合腎臓病センターの中で，より密に連携した質の高

い医療が提供できることが可能になりました。腎臓

専門医（内科，小児科），透析専門医，腎移植専門医，

看護師，腎臓病療養指導士，臨床工学技士，管理栄

養士，移植コーディネーターの各分野のスペシャリ

ストが集まり，腎臓病の早期発見・診断・治療から，

腎不全進展の抑制，合併症の予防・治療，患者さん

一人ひとりのニーズに則した適切かつ，質の高い腎

代替療法の選択を提供しています。腎代替療法の選

択においてもShared Decision Making（協同意思決

定）に基づいて多職種との話し合いで患者さんに最

適な治療を提供できるように努めています。

総合腎臓病センター

～大学・病院を支える笑顔豊かなスタッフ陣～
　Smile ～スマイル～　

　「Smile ～スマイル～」では，大学・病院で活躍する職員の笑顔にスポットライトを当てて，各部署における

活動内容や取り組み等について紹介致します。

スタッフの集合写真
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　愛知医科大学病院周産期母子医療センターは，

2006年に開設以来，正常妊娠からハイリスク妊娠ま

で全ての妊婦を対象に，妊娠，分娩，産褥，新生児

管理を行ってきました。

　特に本院では，妊娠高血圧症候群，多胎妊娠，胎

児異常などの異常妊娠，糖尿病や血液疾患などの基

礎疾患を有する合併症妊娠などのハイリスク妊娠を

多く扱っております。周産期医療部門では，妊娠中

に母体と胎児の異常を診断し，その後の妊娠，分娩，

産褥管理を行います。

　一方，出産後は速やかに新生児管理・治療が行え

るように，妊娠中から新生児科，小児外科，脳外科

などの専門医師に相談できる周産期医療体制を整え

ております。産科医，新生児医と医療スタッフによ

る週二回のカンファレンスにより，関係する医療ス

タッフ全員が妊婦と胎児の病状を共有できるように

しております。

　また，緊急帝王切開術が必要な場合には，麻酔科

医や手術室スタッフによる迅速な対応により，速や

かな児娩出も可能となっています。近隣地域の産婦

人科の先生方から多くの妊婦さんをご紹介頂き，年

間分娩数約500例，母体搬送数約150例と，周産期医

療スタッフ一同一丸となって地域周産期医療の一翼

を担っております。

周産期母子医療センター 
周産期医療部門

　新生児集中治療部門（NICU）は，2006年に二村

眞秀教授（現名誉教授）が中心となり開設，NICU

９床，GCU18床を有し，院内出生のハイリスク新

生児や院外出生の病的新生児のケアを行ってきまし

た。

　年々近隣の施設からご紹介頂けるようになり，年

間200名程度のお子さんをお預かりしております。

超出生体重児や極低出生体重児など大変未熟なお子

さんも年間20 ～ 30名ケアさせて頂いており，国内

トップレベルの治療成績を収めております。

　病棟理念として，「病的新生児」のみならず「ご

家族」や「NICUにお越し頂く他の職種」が安らげ

るNICUづくりを掲げ，スタッフ一同日々精進を続

けております。その一環として行っている「ご家族

に参加して頂く多職種協働の回診」は，国内でも新

しい試みとして注目を集めています。また，赤ちゃ

んの痛みケアにも取り組み，学術的な報告も行って

います。

　今後もご家族や地域の周産期医療を担う関係者か

ら信頼頂けるよう，更に素敵なNICUを目指して尽

力して参ります。

周産期母子医療センター 
新生児集中治療部門

スタッフの集合写真

NICUの様子
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【医学教育のグローバルスタンダードを目指して】
　私どもの講座は，医師，レシピエント移植コーディ
ネーター，看護師，薬剤師，研究者など多職種が臨
床・教育・研究に関わっており，下記をモットーに
学生（クリクラ，大学院生）や研修医の指導を行っ
ています。　

（1）ENTHUSIASM （情熱をもって）
　熱く語り，そして耳を傾けることを大切にしてお
ります。臨床で疑問（質問）があれば，ミニレクチャー
を行い，カンファレンスでは多くの意見を引き出し，
議論を交わすことを心がけています。夕方には，そ
の日の出来事について質問を促します（質問がなけ
れば終了しません）。カンファレンスでも，主体的
に発表する機会を与え，質問しやすい環境を作って
います。専門的な議論に参加できなくても，できる
範囲で理解を求めます。このような経験を通して，
常に積極的に学ぶ姿勢を身に付けます。　

（2）DRIVE （モチベーションを明確に）
　本人自身だけでなく本学の将来を考えて，学内研
修，学外での武者修行，最後には本学に戻って活躍
して欲しいことを伝え，専門医制度，大学院進学の
意義についてもお話しします。腎移植外科は，サブ
スペシャルティに属するため，専門研修は，外科，
泌尿器科，内科，小児科などで行い，プログラム終
了後に本格的に移植の認定医を目指しますが，ロー
テート研修中に腎移植外科を選択して頂くことも大
歓迎です。腎移植は手術が出発点であり，その後は
長期にわたる内科的な管理が重要となり，外科から
内科まで幅広い経験ができます。　

（3）MOVE FORWARD TOGETHER （一緒に前に進む）
　一番重要なことですが，ともに成長することです。
教育は与えるものではありません。私たちも学生か
ら学んでいます。 学ぶ内容をこちらから提示する
ことはありますが，学生，研修医自らが疑問に感じ，
興味を持った内容を掘り下げていきます。臨床，研
究を通しての人材育成，これが大学の一番重要な
ミッションであると思っております。

【世界に発信する医学研究】
　移植領域においては，多くの課題が残されており
ます。ドナー不足と長期成績の更なる改善は，特に
重要な問題です。私どもの講座には，臨床チームと
研究者の交流の場として腎疾患・移植免疫学寄附講
座があります。ここでは，本学関連講座の医師，薬
剤師，大学院生，学外の施設からも参加して，臨床
に即した研究をすぐに実行できるシステムを構築し
ております。クリクラの学生も，研究カンファレン
スに参加することで，その雰囲気を経験し，リサー
チマインド（探究心，研究心）を持つ医師の育成に
つながると信じております。
　現在の研究内容の詳細は省きますが，腎移植長期
予後のための個別化医療を目標とした，「免疫モニタ
リングの樹立」，「慢性抗体関連型拒絶反応の早期診
断・治療」，「ドナー特異的HLA抗体産生を制御する
Ｔ細胞受容体レパトア解析」，「Graft Accommodation
誘導」，「BKV感染リスク因子解析と制御」，「Autophagy
制御による移植腎保護」などがあり，ドナー不足問
題を解決すべく，「膵島移植」，「異種移植」に関す
る研究も行っています。2021年度において，基盤

（B），（C），開拓，スタートアップなど八つの科研
費を取得しております。遠方からでもZoomを用い
た研究ミーティングへの参加が可能になりました。
　学内外の大学院生３名，研究員５名とともに，楽
しく研究し，世界への情報発信を行っております。

【部署からの一言】
　移植医療は，ドナーが必要という他の診療科には
ない医療です。外科から内科，心の問題まで，移植
を通して人生を学ぶことができます。解決すべき課
題が多く残されており，やりがいのある診療科だと
思います。本講座の教員３名は，みな留学経験があ
り，本年度は大学院生（修了後と在学中）２名がア
メリカに留学する予定です。
　本学の学生は，優秀であるほど謙虚です。世界で
活躍するために，自信を持って多くの経験をして欲
しいと思います。

外科学講座（腎移植外科）・教授　小林　孝彰

楽しく学び，共に成長し，世界にはばたく

クリクラ学生とともにカンファレンス集合写真

「教育・研究 最 前 線」
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メディカルセンター設置に伴う 
関係規則の整備　　　　　　　

　医学部附属施設として，新たにメディカルセン

ターを設置することに伴い，以下の関係規則が整備

されました。

　施行日はいずれも令和３年４月１日

【新規制定】

・愛知医科大学メディカルセンター規程

・愛知医科大学メディカルセンター就業規則

・愛知医科大学メディカルセンター嘱託職員規程

・愛知医科大学メディカルセンター非常勤職員規程

・ 愛知医科大学メディカルセンター育児又は介護休

業等に関する規程

・愛知医科大学メディカルセンター給与規程

・愛知医科大学メディカルセンター準職員給与規程

・ 愛知医科大学メディカルセンター家族手当支給要綱

・ 愛知医科大学メディカルセンター住宅手当支給要綱

・ 愛知医科大学メディカルセンター通勤手当支給要綱

・愛知医科大学メディカルセンター慶弔見舞金規程

・愛知医科大学メディカルセンター退職給与規程

・愛知医科大学メディカルセンター旅費規程

・愛知医科大学メディカルセンター職員教育規程

・ メディカルセンターに所属する職員への人事関係

規則の適用に関する規程

・ 愛知医科大学メディカルセンター訪問看護ステー

ション運営規程（医療保険）

・ 愛知医科大学メディカルセンター訪問看護ステー

ション運営規程（介護保険）

【一部改正】

・理事会の運営方針

・学校法人愛知医科大学事務組織規程

・ 事務組織の所掌事務細目について（法人本部長裁

定）

・学校法人愛知医科大学文書規程

・ 法人の経理に関する権限の委任及び専決の取扱基準

・学校法人愛知医科大学公印規程

・学校法人愛知医科大学就業規則

・学校法人愛知医科大学管理職規程

・管理職の職務の代理に関する要綱

・学校法人愛知医科大学給与規程

・管理職手当に関する細則

・学校法人愛知医科大学経理規程

・学校法人愛知医科大学固定資産管理規程

・愛知医科大学学則

・ 愛知医科大学シンボルマークについて（理事長裁

定）

・愛知医科大学病院部長会規程

ダイバーシティ推進委員会規程の制定等

　本学における男女共同参画及びダイバーシティの

更なる推進を図ることを目的として，ダイバーシ

ティ推進委員会を設置するため，以下の関係規則が

整備されました。

【新規制定】

・愛知医科大学ダイバーシティ推進委員会規程

【一部改正】

・ 臨床系女性教員の特別短時間勤務について（理事

長裁定）

公印規程の一部改正

　学校法人愛知医科大学公印規程の一部が改正さ

れ，新たに研究創出支援センター長の公印が整備さ

れました。

　施行日は令和３年２月４日

規　　　則
　規則の制定・改廃情報をお知らせします。
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育児休業等に関する規程の一部改正

　学校法人愛知医科大学育児休業等に関する規程の

一部が改正され，この規程の適用となる職員の範囲

が改められました。

　施行日は令和３年４月１日

パート職員就業規則の一部改正

　学校法人愛知医科大学パート職員就業規則の一部

が改正され，パート職員の雇用期間及び年次有給休

暇の取得について改められました。

　施行日は令和３年４月１日

臨床研修医の服務，処遇等に関する 
規程の一部改正　　　　　　　　　

　愛知医科大学病院臨床研修医の服務，処遇等に関

する規程の一部が改正され，研修手当等が改められ

ました。

　施行日は令和３年４月１日

医学部教員選考規程の一部改正

　愛知医科大学医学部教員選考規程の一部が改正さ

れ，准教授又は講師について，専門分野の変更を伴

わない配置換を行う際の手続等が整備されました。

　施行日は令和３年４月１日

医学部教務委員会規程の一部改正

　愛知医科大学医学部教務委員会規程の一部が改正

され，委員構成が改められました。

　施行日は令和３年４月１日

医学部学生生活委員会規程の一部改正

　愛知医科大学医学部学生生活委員会規程の一部が

改正され，委員構成が改められました。

　施行日は令和３年４月１日

学長による研究活動に関する規程の制定

　愛知医科大学学長による研究活動に関する規程が

制定され，学長が外部資金を獲得して研究を行うこ

とに関し，必要な事項が定められました。

　施行日は令和３年４月１日

「医学研究に関する倫理講習会の取扱いに
ついて」の一部改正　　　　　　　　　

　令和３年２月25日付で「医学研究に関する倫理講

習会の取扱いについて」（医学部長裁定）の一部が

改正され，講習会出席に代わる受講方法がネット

ワークによる動画視聴に改められました。

連携大学院制度の活用に係る関係規則の
整備　　　　　　　　　　　　　　　　

　学生が，最新の設備を持つ他の研究機関において，

大学院の研究指導を受けることができる連携大学院

制度を活用するため，以下の関係規則が整備されま

した。

　施行日はいずれも令和３年４月１日

【新規制定】

・ 愛知医科大学における連携大学院制度の運用に関

する規程

【一部改正】

・ 愛知医科大学大学院医学研究科の教育・研究上の

基本組織等に関する規程

・ 愛知医科大学大学院医学研究科担当教員資格審査

規程

・愛知医科大学大学院医学研究科履修規程

看護学部履修規程の一部改正

　愛知医科大学看護学部履修規程の一部が改正さ

れ，令和４年度カリキュラム改正に関し，必要な事

項が整備されました。

　施行日は令和４年４月１日
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看護学研究科履修規程の一部改正

　愛知医科大学大学院看護学研究科履修規程の一部

が改正され，令和３年度入学生の授業科目等が整備

されました。

　施行日は令和３年４月１日

臨床研究審査委員会規程の制定等

　現行の臨床研究審査委員会の認定期間が令和３年

６月７日に終了することを受け，新たな臨床研究審

査委員会を立ち上げ，旧委員会から審査等の引継ぎ

等を行うため，以下の関係規則が整備されました。

【新規制定】

・愛知医科大学病院臨床研究審査委員会規程

　施行日は令和３年１月１日

【廃止】

・ 愛知医科大学病院臨床研究審査委員会規程（平成

30年５月18日施行）

　廃止日は令和３年６月７日

看護師特定行為研修管理規程の一部改正等

　病院で実施している看護師特定行為研修の領域と

して，新たに「創傷管理領域」を追加するため，以

下の関係規則が整備されました。

　施行日はいずれも令和３年４月１日

【一部改正】

・愛知医科大学病院看護師特定行為研修管理規程

・愛知医科大学病院看護職員奨学金貸与規程

メディカルセンター規程の一部改正

　愛知医科大学メディカルセンター規程の一部が改

正され，診療科として新たに疼痛緩和外科が追加さ

れました。

　施行日は令和３年５月１日


